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　アクション・プラン作成の趣旨

　アクション・プランの見方

このアクションプランは、南部振興基本計画及び東部振興基本計画
に掲げる目指す姿である「頻繁に訪れてもらえる地域になる（交流の
促進）」と「住み続けられる地域になる（定住の促進）」）を実現するた
め、県が実施・支援する取組をスケジュールとともに具体的に記載す
るものです。

アクションプランはPDCAサイクルにより検証、見直しを行い、毎年度
策定します。

１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

【主な取り組みの工程表】

主な取り組み

①特色ある食と宿泊施設等の整備推進

　　01 地域の食と農を活かした宿泊施設
         整備
　　　　（マーケティング課）

　　02 特色ある宿泊施設整備
　　　　（地域産業課、インバウンド・
　　　　宿泊戦略室、企業立地推進課）

②美しい景観づくり

　　01 「なら四季彩の庭」づくり
　　　　（景観・自然環境課）

市町村・地元団体等の支援、植栽計画の広報・普及

　　02 地域で育む里山づくり
　　　　（森林整備課）

（１）魅力を発見する、創る

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

実施

実施

平成３１年度 平成３２年度

実態調査
基本計画

オーベルジュ
整備推進

平成３０年度

【目標】 特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を
向上させます。

【主な取組】 ⇒特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。
⇒美しい景観づくりを推進します。
⇒地域資源を活用した魅力づくりを推進します。
⇒多様なスポーツ施設の整備を推進します。

【Ｈ30年度の主な事業概要】

事業名

1-(1)-①-01
地域の食と農を活かしたぐるっとオーベル
ジュ推進事業

【マーケティング課】 H30度予算

1-(1)-①-02
宿泊施設総合支援事業

【企業立地推進課】 H30年度予算

事業内容 南部 東部

過疎地域（南部・東部）におけるネットワーク化の推進により当
地域への滞在周遊型観光の展開を図るため町村が行うオーベ
ルジュの実施設計等に対し支援、補助を行う

○ ○

2,100 千円

宿泊施設立地促進にかかる立地環境等のＰＲ
宿泊施設の創業・開業又はリニューアルに対する制度融資等の
支援紹介
宿泊施設創業促進のためのワンストップサービスの実施 ○ ○

630 千円

H29年度当初予算 

H28年度2月補正予算 事業名 

担当課 

南部・東部振興基本計画記載 

取組の中項目 

目指す姿（取組の大項目） 

取組の小項目 

・
・
・
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１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①特色ある食と宿泊施設等の整備推進

　　01 地域の食と農を活かした宿泊施設
         整備
　　　　（マーケティング課）

　　02 特色ある宿泊施設整備
　　　　（地域産業課、インバウンド・
　　　　宿泊戦略室、企業立地推進課）

②美しい景観づくり

　　01 「なら四季彩の庭」づくり
　　　　（景観・自然環境課）

市町村・地元団体等の支援、植栽計画の広報・普及

　　02 地域で育む里山づくり
　　　　（森林整備課）

③地域資源を活用した魅力づくり

　　01 自然景観・伝統芸能を活用した魅力
　　　　づくり
　　 　（南部東部振興課、奥大和移住・
　　　　交流推進室、ならの観光力向上課、
　　　　農村振興課） 調査・検討・構想策定・支援

　　02 歴史・スポーツ・文化を活用した魅力
　　　　づくり
　　　　（文化資源活用課、 観光プロ
　　　　モーション課、公園緑地課）

調査・検討・支援・活用・飛鳥京跡苑池の公有化、遺構整備

　　03 地域交流施設の活用
         （うだ・アニマルパーク振興室、畜産課）

整備検討・各種イベントの開催

④多様なスポーツ施設の整備

　　01 スポーツ・文化活動施設の充実
　　　　（奥大和移住・交流推進室）

　　02 京奈和自転車道の整備
　　　　 （道路環境課）

検討・支援

検討 整備

（１）魅力を発見する、創る

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

実施

実施

平成３１年度 平成３２年度

実態調査
基本計画

オーベルジュ
整備推進

平成３０年度

【目標】 特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を 
     向上させます。 
 
【主な取組】  ⇒特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。 
         ⇒美しい景観づくりを推進します。 
         ⇒地域資源を活用した魅力づくりを推進します。 
         ⇒多様なスポーツ施設の整備を推進します。 
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【Ｈ30年度の主な事業概要】
事業名

1-(1)-①-01
地域の食と農を活かしたぐるっとオーベル
ジュ推進事業

【マーケティング課】 H30度予算

1-(1)-①-02
宿泊施設総合支援事業

【企業立地推進課】 H30年度予算

1-(1)-①-02
奈良の飲食店・宿泊施設育成支援資金
（宿泊施設分）利子補助事業

【企業立地推進課】 H30年度予算

1-(1)-①-02
制度融資（創業支援資金（飲食店認定
枠））

【地域産業課】 H30年度予算

1-(1)-①-02
制度融資（既存事業者による宿泊施設開
業支援資金）

【地域産業課】 H30年度予算

1-(1)-①-02
制度融資（宿泊施設増改築・設備整備支
援資金）

【地域産業課】

事業内容 南部 東部

過疎地域（南部・東部）におけるネットワーク化の推進により
当地域への滞在周遊型観光の展開を図るため町村が行う
オーベルジュの実施設計等に対し支援、補助を行う

○ ○

2,100 千円

宿泊施設立地促進にかかる立地環境等のＰＲ
宿泊施設の創業・開業又はリニューアルに対する制度融資
等の支援紹介
宿泊施設創業促進のためのワンストップサービスの実施 ○ ○

630 千円

奈良の飲食店・宿泊施設育成支援資金（制度融資）を利用し
た宿泊施設事業者に対する利子補給補助

○ ○

32,556 千円

優れた事業計画により飲食店を創業しようとする者を対象と
する資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　7年以内
　　　貸付限度額　　 15百万円
　　　融資利率　　　　0.000％
　　　貸付枠　　　 　　1.5億円

○ ○

3,950 千円

宿泊施設を開始することにより事業の転換又は多角化を図
ろうとする者、県内の既存宿泊施設事業者で新たに宿泊施
設を開業しようとする者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　設備15年以内　運転7年以内
　　　貸付限度額　　 280百万円
　　　融資利率　　　　1.975％
　　　貸付枠　　　 　　6億円

○ ○

7,925 千円

宿泊施設の増改築及び設備の設置を行おうとする県内の既
存宿泊施設事業者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備
　　　融資期間　　　　15年以内
　　　貸付限度額　　 280百万円
　　　融資利率　　　　1.975％
　　　貸付枠　　　 　　6億円

○ ○

H30年度予算 9,050 千円
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1-(1)-①-02
制度融資（創業支援資金・宿泊施設
認定枠）

【地域産業課】 H30年度予算

1-(1)-①-02
農家民宿等支援事業

【インバウンド・宿泊戦略室】

1-(1)-②-01
奈良の彩りの推進

【景観・自然環境課】 H30年度予算

1-(1)-②-01
歴史的風土保存買入地整備事業

【景観・自然環境課】 H30年度予算

1-(1)-②-02
里山づくり推進事業（地域で育む里山
づくり事業）

【森林整備課】

優れた事業計画により宿泊施設を創業しようとする者を対象
とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　7年以内
　　　貸付限度額　　 15百万円
　　　融資利率　　　　0.000％
　　　貸付枠　　　　 　1.5億円

○ ○

2,793 千円

ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃
した里山の景観や機能を回復
　実施主体　橿原市他６市町村
　（森林環境保全基金活用事業）

○ ○

H30年度予算 4,293 千円

ホームページ等で、農家民宿の魅力を情報発信するとともに
セミナーを開催し開業を支援

○ ○

H30年度予算 695 千円

植栽整備推進補助金
　植栽計画エリア内において、植栽等による景観の向上に
　取り組む市町村や地元団体等に対し補助
　　　　対象  景観阻害要因の排除、玄関口や移動空間の
　　　　　　　　魅力向上、眺望景観の向上等

植栽協働管理推進事業
　植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理に
　ついて、地元団体等との協働による取組を定着させるた
　め、県整備箇所の維持管理を行う地元団体等に対し、
　奨励金や軍手等物品を支給

「なら四季彩の庭」づくり普及推進事業
　「なら四季彩の庭」シンボルマークを使用したプレートの
　設置
　ジャーナルの発行
　植栽計画の整備内容や進捗状況をデジタル化し、
　情報発信

○ ○

17,772 千円

明日香村第2種地区等管理用道路・土砂崩壊防止施設整備

○

21,000 千円
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1-(1)-③-01
がんばる明日香支援事業

【南部東部振興課】

1-(1)-③-01
南部・東部振興基本計画推進事業

【南部東部振興課】 H30年度予算

1-(1)-③-01
奥大和振興プロジェクト検討事業

【奥大和移住・交流推進室】 H30年度予算

1-(1)-③-01
吉野・天川・十津川宿泊観光推進事業

【ならの観光力向上課】 H30年度予算

1-(1)-③-01
「吉野・高野・熊野の国」三県共同事業

【ならの観光力向上課】 H30年度予算

1-(1)-③-01
農村資源を活用した地域づくり事業
（内地域づくり事業）

【農村振興課】 H30年度予算

1-(1)-③-02
室生埋蔵文化財整理収蔵センターの活用

【文化資源活用課】 H30年度予算

1-(1)-③-02
滞在型観光推進事業

【観光プロモーション課】

1-(1)-③-02
飛鳥・藤原地域魅力向上事業

【公園緑地課】 H30年度予算

南部振興基本計画・東部振興基本計画の進捗管理及び計
画推進のための調査等

○ ○

3,490 千円

3,450

○○

農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活用した農村地
域の活性化を図るため、都市農村交流など地域が参画した
活動を推進
　・地域協議会の設置・運営に関して支援
　・地域づくり実践活動への支援
全県で行われる地域活動支援支援に係る業務を（奈良県）農
村地域づくり協議会に委託し、協議会を通じて、各地域を支
援するとともに取組を県民へＰＲする。また、地域づくり活動
を支援出来る人材を育成し、支援する体制を整備

南部及び東部振興基本計画に掲げるプロジェクトを実現し、
奥大和地域の振興を図るため、県と市町村、住民団体等が
協働した課題の解決方策について具体的取り組みの検討を
行う。

○ ○

6,800 千円

明日香村の歴史的風土の創造的活用を図る事業を支援する
ための、国の制度と連動した交付金の交付

○

H30年度予算 37,500 千円

○

千円

ゼミナール形式での学習会を開催

1,383

○

180 千円

千円

○ ○

千円25,820

滞在周遊型観光の拡大に向けた取組を展開
・「祈りの回廊」パンフレット、インバウンド向けサイトページ等
により南部・東部地域への誘客促進
・「祈りの回廊」秘宝・秘仏特別開帳　ほか

H30年度予算 19,000

1,000 千円

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を活用し、三重県・和
歌山県とともに誘客のための共同事業を実施

飛鳥・藤原宮跡及びその周辺地域の歴史的資産を保存・活
用するための基礎調査
飛鳥京跡苑池保存整備に係る設計

○

千円

宿泊観光の推進に取り組む、吉野・天川・十津川連携観光協
議会による連携事業に対する負担金

○
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1-(1)-③-02
公園等活用検討事業
（飛鳥宮跡活用手法検討）

【公園緑地課】 H30年度予算

1-(1)-③-03
うだ・アニマルパーク施設維持修繕事業

【うだ・アニマルパーク振興室】

1-(1)-③-03
動物愛護ボランティア等との協働による動
物譲渡推進事業

【うだ・アニマルパーク振興室】 H30年度予算

1-(1)-③-03
「いのちの教育」展開事業

【うだ・アニマルパーク振興室】 H30年度予算

1-(1)-③-03
うだ・アニマルパーク周辺環境整備事業

【うだ・アニマルパーク振興室】 H30年度予算

1-(1)-③-03
　　みつえ高原牧場を活用した畜産交流
拠点検討事業

【畜産課】

1-(1)-④-01
南部・東部振興基本計画推進事業
【再掲】

【南部東部振興課】

1-(1)-④-01
奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(1)-④-02
京奈和自転車道の整備促進事業

【道路環境課】 H30年度予算

県立公園等をより県民に親しんでもらえる場とするための検
討
（内、「飛鳥宮跡活用検討委員会」の運営及び同宮跡の活用
方策の検討） ○

5,400 千円

来園者の安全と適正な施設運営に資するため改修を実施
 

○

H30年度予算 2,600 千円

千円

○

犬猫の殺処分頭数を削減するため、ボランティア等との協働
による安定的な譲渡体制の構築
動物愛護団体等を介した「団体介在譲渡」の推進及び新たに
協働できる団体等の発掘・育成
これまで殺処分の対象であった離乳期の幼猫に授乳を行うと
共に、併せて譲渡先を探すボランティアの発掘・育成

3,240 千円

動物愛護の精神に基づく「いのちの教育」プログラムの発展
及びモデル校事業等の展開
　モデル校の拡大
  「いのちの教育研究会」の開催
　「いのち　かがやき　フェスティバル」の開催
　「いのちの教育」実践研究発表会の開催

○ ○

H30年度予算 3,490 千円

○

H30年度予算

○

5,000 千円

周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマ
ルパーク周辺の市道・駐車場等の交通環境の整備に対し補
助

1-(1)-③-01に記載の通り

11,789 千円

○

10,530

373,250 千円

東部振興と畜産振興を図るため、みつえ高原牧場を活用し
た畜産交流拠点整備を具体化する実行計画作成に向けた検
討

○

自転車による観光交流や地域振興を図ることを目的として、
京都・奈良・和歌山を結ぶ自転車道の検討及び整備を実施

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

H30年度予算 6,800 千円

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう

１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）
（２）知ってもらう

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①情報発信の強化

　　01 雑誌、Ｗｅｂ、映像等による情報発信
　　　 （奥大和移住・交流推進室、
         うだ・アニマルパーク振興室、
         観光プロモーション課、ならの観光力
         向上課、文化資源活用課） 様々な媒体等による情報発信

　　02 集客施設等での情報発信
　　　 （奥大和移住・交流推進室、観光プロ
　　　　モーション課、ならの観光力向上課）

情報発信

　　03 首都圏や関西圏等での情報発信
　　　　（奥大和移住・交流推進室、
          観光プロモーション課）

奈良まほろば館、主要駅などでの効果的な情報発信

　　04 外国人観光客への情報発信
　　　　（奥大和移住・交流推進室、
          観光プロモーション課、インバウンド・
　　　　宿泊戦　略室） ガイドブック作成・海外プロモーション・情報発信

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度平成２７年度 平成３２年度

【目標】 観光客数を増やすとともに南部・東部地域のファンを増やすため、 
     地域の情報発信を強化します。 
 

【主な取組】 ⇒奥大和の情報発信を積極的に行います。 
         ⇒観光案内所での情報発信や連携イベントを積極的に 
          行います。 
         ⇒情報交流を進め、地域のファンづくりを行います。 
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう

【Ｈ30年度の主な事業概要】
事業名

1-(2)-①-01
　　奥大和との関わりの場創出事業

【奥大和移住・交流推進室】 H30年度予算

1-(2)-①-01
「うだ」の魅力発信事業

【うだ・アニマルパーク振興室】 H30年度予算

1-(2)-①-01
滞在型観光推進事業【再掲】

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-01
吉野・天川・十津川宿泊観光推進事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】 H30年度予算

1-(2)-①-01
「吉野・高野・熊野の国」三県共同事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】 H30年度予算

1-(2)-①-01
     文化資源データベース構築事業

【文化資源活用課】 H30年度予算

1-(2)-①-02
     奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 H30年度予算

1-(2)-①-02
 　 奥大和豊かな暮らし提案店舗
    展開事業

【奥大和移住・交流推進室】 H30年度予算

1-(2)-①-02
観光情報発信事業

【観光プロモーション課】 H30年度予算

○

27,000 千円

1-(1)-③-01に記載のとおり

○

県内の歴史文化資源のデータベース及びホームページの更
新・運用

うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力発信
　地域振興に資するイベントの開催
　来園者の増加に向けたメディア等への情報発信

○

1-(1)-③-01に記載のとおり

○

1,000 千円

○

34,353 千円

1-(1)-③-02に記載のとおり

○ ○

○

2,122 千円

事業内容 南部 東部

首都圏等での奥大和地域関係者との交流イベント、雑誌社
とのタイアップイベントを開催
奈良まほろば館・奥大和移住定住交流センターに、奥大和
に関心のある人々が集う「関係案内所」を設置
奥大和地域へのスタディツアーを実施
負担区分　　国1/2・県1/2

○

19,000 千円

1,383

○

34,353 千円

13,150 千円

千円

1-(2)-①-01に記載のとおり

○

○

奥大和地域でつくられる家具をはじめとする木製品や食料
加工品、生活用品等を一体的に展示し、販売する常設店舗
の展開
　店舗設置に向けた構想案の策定
　カタログ制作、デザインコンペの開催
　　大阪、ジャカルタ
　吉野杉を活用した家具づくりを行う家具職人の採用

○

○

8,319 千円

奈良の魅力を掲載した観光パンフレット等を作成し、市町村
や観光案内所、道の駅等に設置

○

○新  

○新  

○新  

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう

1-(2)-①-02
観光情報発信事業(デジタルサイネージ)

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-02
まほろばキッチン内観光案内所運営事業

【ならの観光力向上課】

1-(2)-①-03
　　奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(2)-①-03
奈良県観光キャンペーン事業

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-03
奈良まほろば館情報発信事業

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-04
     奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(2)-①-04
外国人観光客誘致戦略ビジットならキャン
ペーン

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-04
外国人観光客誘致戦略新市場開拓キャン
ペーン

【観光プロモーション課】 H30年度予算

1-(2)-①-04
     ジャポニスム２０１８プロモーション推
     進事業

【インバウンド・宿泊戦略室】 H30年度予算

フランスで開催される大規模な日本文化紹介行事「ジャポニ
スム２０１８」において奥深い奈良の魅力を発信し、外国人観
光客を誘致
　・河瀨直美監督により吉野町で撮影された映画の上映と連
携した映像の上映、吉野地方の魅力紹介　など ○ ○

129,000 千円

千円

260,000

3,172

県内外の主要駅及び集客施設等に設置しているデジタルサ
イネージを活用し、県内各地の観光情報をタイムリーに提供

○ ○

34,353

1-(2)-①-01に記載のとおり

○ ○

34,353

千円

千円

「奈良まほろば館」において、奈良の観光情報発信及び企画
展示等のイベントを実施

○ ○

9,555

○ ○

12,771 千円H30年度予算

ＪＡならけんまほろばキッチン内の観光案内所において、県
中南和・東部地域を中心とした観光案内を実施

海外観光レップ及び旅行商品着地オペレーターの設置、外
国人富裕層市場の開拓

○ ○

37,000 千円

千円H30年度予算

○

社寺等と連携したイベントやプロモーションの展開、誘客促
進のための旅行商品造成や商談会を実施

○

近隣府県・民間団体と連携し、東アジア・東南アジア・欧米等
を対象に国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効
果的・効率的な観光客誘致を展開

○ ○

5,000

千円

1-(2)-①-01に記載のとおり

○ ○

H30年度予算

千円

○新  

○新  

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）
（３）訪れてもらう、体験してもらう

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①スポーツイベントの開催

　　01　地形や自然等を活かしたスポーツ
　　　　 イベントの開催

　　　　・地域での特色あるイベントの開催
　　　   （奥大和移住・交流推進室、
          スポーツ振興課）

　　　　・サイクルスポーツイベントの実施
　　　　 （スポーツ振興課）

　　　　・アウトドアスポーツイベントの実施
　　　  （奥大和移住・交流推進室、
         スポーツ振興課）

②音楽・芸術イベントの開催

　　01　ムジークフェストならの実施
　　　　　（文化振興課）

　　02　音楽フェスティバル・芸術イベントの
　　　　 実施

　　　　・音楽・芸術イベント等の実施
　　　　　（奥大和移住・交流推進室）

        ・国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭
　　　　　の実施
　　　　　（国民文化祭・障害者芸術文化祭課）

平成３１年度 平成３２年度

開催準備

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

開催

実施

実施

実施

開催

開催

【目標】 観光客数を増やすため、オフシーズンのイベントの開催や、お 
     もてなしの向上などを進めます。  
 
【主な取組】 ⇒南部・東部地域の地勢を活かしたスポーツイベントの開催 
          を支援します。 
                  ⇒スポーツや地域資源等を活用した各種イベントを開催しま 
          す。 
         ⇒路線バス等を活用した南部・東部地域への誘客促進の 
          ため、交通アクセスの支援を行います。 
         ⇒おもてなしの向上を図ります。 
         ⇒スポーツ・文化活動などの誘客の仕掛けづくりを行います。 
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

③地域資源を活用したイベントの
   開催

　　01　地域資源を活用したイベント・伝統
　　　　 行事の開催

　　　　・県・市町村等共同開催イベントの
　　　　 実施
　　　　　（南部東部振興課、奥大和移住・交流
　　　　　推進室） 　各種イベントの開催

　　　　・自然資源を活用したイベントの実施
　　　　　（森林整備課）

　　　　・地域農産物活用イベントの実施
　　　　　（マーケティング課）

　　　　・観光資源の周遊観光ネットワーク
           の形成
　　　　　（ならの観光力向上課、観光プロ
　　　　　モーション課）

④交通アクセスの支援

　　01　観光地への移動円滑化・
           受入環境整備
　　　　　（ならの観光力向上課・地域交通課） 整備の推進

　　02　観光地への良好なアクセス道路の
　　　　 整備（道路建設課）

　　03　公共交通ネットワークの確保
　　　　　（地域交通課）

関係市町村・交通事業者等との協議、施策の実施

⑤おもてなし力の向上

　　01　おもてなし力の向上支援

　　　　・地域のおもてなし力向上支援
　　　　　（奥大和移住・交流推進室）

地域イベントを盛り上げる「おもてなし」プログラム支援

　　　　・外国人観光客向けの受け入れ・
　　　　　 おもてなし環境の整備
　　　　　（ならの観光力向上課）

　　　　・外国人観光客おもてなし力の向上
　　　　　（ならの観光力向上課）

人材育成・コールセンター運営

　　　　・観光サービス向上委員会
　　　　　（ならの観光力向上課）

運営

⑥誘客促進の仕掛けづくり

　　01　各種連携による誘客促進の仕掛け
　　　　 づくり

　　　　・滞在周遊型観光の推進
　　　　　（奥大和移住・交流推進室、
　　　　　 観光プロモーション課）

　　　　・渓流魚のゾーニング管理
　　　　　（農業水産振興課）

　　02　外国人観光客向けの施設整備等の
　　　　 支援

　　　　・外国人観光客の交流・宿泊施設の
　　　　　整備・運営
　　　　　（ならの観光力向上課）

支援

実施

マルシェ等の開催・支援

整備の推進

実施

実施

実施

設計

施工（宿泊）

運営（観光案内・交流・物販） 

運営（宿泊） 
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

【Ｈ３０年度の主な事業概要】
事業名

1-(3)-①-01
　　奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(3)-①-01
アウトドアチャレンジレース開催支援事業

【スポーツ振興課】 H30年度予算

1-(3)-①-01
サイクルスポーツイベント開催支援事業

【スポーツ振興課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-①-01
ワールドマスターズゲームズ２０２１関西開
催支援事業

【スポーツ振興課】 H30年度予算

1-(3)-②-01
ムジークフェストなら２０１８開催事業

【文化振興課】 H30年度予算

1-(3)-②-02
　　奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(3)-②-02
奈良県大芸術祭・奈良県障害者大芸術祭
開催事業

【文化振興課】 H30年度予算

南部地域の豊かな自然環境を活用した、カヌーやヒルクライム
マラソンからなるアウトドアチャレンジレースの開催経費の一
部を負担
　時期　平成３０年５月（予定）
　場所　おおたき龍神湖、大台ケ原ドライブウェイ ○

2,032 千円

事業内容 南部 東部

1-(2)-①-01に記載のとおり

○

千円

サイクルスポーツ及び地域の振興を図るため、地勢等を活か
したスポーツイベントの開催経費の一部を負担
　ツアー・オブ・奈良・まほろば
　　時期　平成３０年９月（予定）
　　場所　宇陀市、山添村、曽爾村、御杖村、東吉野村、
　　　　　　奈良市
　山岳グランフォンドin吉野
　　時期　平成３０年７月（予定）
　　場所　五條市、宇陀市、吉野町、下市町、黒滝村、
　　　　　　天川村、野迫川村、上北山村、川上村、東吉野村
　ヒルクライム大台ケ原since2001
　　時期　平成３０年９月（予定）
　　場所　上北山村（大台ケ原ドライブウェイ）

○ ○

8,190 千円

関西一円で開催されるワールドマスターズゲームズ２０２１関
西の開催準備経費の一部を負担
　時期　平成３３年５月１４日～５月３０日（予定）
県内開催競技
　・綱引（葛城市民体育館、香芝市総合体育館、広陵中央
　　　　　　体育館）
  ・カヌースプリント（吉野町津風呂湖カヌーコース）

文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、
全国から高い注目を集める音楽祭を開催

○

H30年度予算 34,353 千円

1-(2)-①-01に記載のとおり

○

10,000

千円

○ ○

78,400 千円

全国で初めて一体開催した「国文祭・障文際なら２０１７」のレ
ガシーを受け継ぎ、「奈良県大芸術祭・奈良県障害者大芸術
祭」を開催

○

○ ○

112,200

○

H30年度予算 34,353 千円

○新  

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

1-(3)-③-01
ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベント
開催事業

【森林整備課】

1-(3)-③-01
奈良の農・林・食賑わい創出支援事業

【マーケティング課】 Ｈ３０年度予算 千円

1-(3)-③-01
　　奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(3)-③-01
宿泊観光客の増加に向けた冬期イベント
展開事業

【ならの観光力向上課】

1-(3)-③-01
吉野・天川・十津川宿泊観光推進事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-③-01
「吉野・高野・熊野の国」三県共同事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-③-01
県内版デスティネーションキャンペーン

【観光プロモーション課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-④-01
　　外国人観光客受入環境整備促進事業

【ならの観光力向上課・地域交通課】

1-(3)-④-02
五條新宮道路の整備推進（国道168号）

【道路建設課】 H29年度2月補正　378,000千円

1-(3)-④-02
直轄道路事業費負担金（南部・東部）

【道路建設課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　240,000千円

H30年度予算

○
34,353 千円

「山と川の恵みに感謝」をテーマとして、山と川をアピールす
る。併せて南部東部地域の振興を図ることを目的として、イベ
ントを開催 ○ ○

3,940 千円

紀伊半島アンカールートを形成する「五條新宮道路」の早期整
備

【事業実施箇所】
　阪本工区、新天辻工区 ○

1-(2)-①-01に記載のとおり

○

Ｈ30年度予算

○

10,000 千円

県内の農・林・食のＰＲと地域の賑わいづくりのために、農産
物やその加工品を生産者等が直接販売するマルシェの開催
に係る費用を支援

○ ○

2,750

オフシーズン対策として、地元地域及び地元交通事業者と連
携したキャンペーンを実施
　時期：平成31年1月～3月（予定）
　場所：橿原・高取・明日香エリアほか

千円

1,129,800 千円

○ ○

Ｈ30年度予算 77,000

外国人観光客の安心・快適な県内移動・周遊と滞在を促進す
るため、市町村や交通事業者等による受入環境整備に対し補
助

Ｈ30年度予算

3,910,000 千円

京奈和自動車道建設

【事業実施箇所】
　京奈和自動車道　大和御所道路
　国道168号　十津川道路、長殿道路、風屋川津・
　　　　　　　　　宇宮原工区
  国道169号  伯母峯峠道路

○

○ ○

○

千円

冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県
内の伝統行催事が集結する大規模なイベントを開催

Ｈ30年度予算 80,000

1-(1)-③-01に記載のとおり

1,000 千円

1-(1)-③-01に記載のとおり

○
1,383 千円

○新  

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

1-(3)-④-02
災害に強い道路ネットワークの整備推進

【道路建設課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　1,470,000千円

1-(3)-④-03
奈良県基幹公共交通ネットワーク確保事
業

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-④-03
安心して暮らせる地域公共交通確保事業

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-④-03
公共交通基本計画推進事業

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-④-03
連携協定に基づくバス交通支援事業

【地域交通課】

1-(3)-⑤-01
    奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(3)-⑤-01
奈良県多言語コールセンター運営事業

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-⑤-01
奈良県外国人観光客交流館運営事業

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-⑤-01
ならWi-Fiスポット設置促進プロジェクト

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-⑤-01
奈良県観光サービス向上事業

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

地域を支える主要な道路ネットワークの形成

【事業実施箇所】
　国道169号高取バイパス、
　五條吉野線、
　高野天川線、
　五條高取線、
　赤滝五條線、　ほか
　

○ ○

5,089,216 千円

○ ○

197,459 千円

○○
千円26,870

○

70,000 千円

○

・移動ニーズに対応した交通サービスの実現に向け、「奈良県
公共交通基本計画」に基づく取組を推進
・奈良県地域交通改善協議会における公共交通の再編に向
けた協議やＰＤＣＡサイクルの継続的実施等
・公共交通の利用促進や活用に向けた検討
・公共交通に関わる人材育成のための研修会を開催

○

○

1,572 千円

○

197,000

34,353

県と観光関連事業者、有識者等による委員会において、観光
サービス改善に向けた取組を検討
旅行サイト等の口コミから本県の観光に関する課題を収集 ○

「外国人観光客交流館」の宿泊・観光案内･交流機能の運営
　　宿泊運営業務、観光案内業務、管理運営業務、
　　プロモーション業務、交流イベント開催業務、
「外国人観光客交流館」の維持管理
福祉避難所の運営

○

3,800

○

4,390

1-(2)-①-01に記載のとおり

○○

千円

H30年度予算

千円

村を訪問する外国人観光客等が利便性の向上を図るため、電
話等による多言語通訳サービスを実施

○

○

○

○

外国人観光客にニーズの高いＷｉ－Ｆｉ環境を整備するため、
無料Ｗｉ－Ｆｉの設置に対し補助

千円

Ｈ30年度予算

バスの利用促進等を目的とした奈良交通（株）との連携協定に
基づき、ノンステップバス購入、バスロケーションシステム整備
に対し補助

千円

23,600 千円

公共交通の効率的な運行に向けた調査・検討や快適な利用
環境の整備等に対し補助

・利用目的に応じた交通サービスを確保するため、広域の路
線バス等の運行に対し補助
・市町村連携による路線バスの広域コミュニティバス等による
代替運行に対し補助
・補助対象系統を運行するノンステップバス等の導入に対し補
助

○新  
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう

1-(3)-⑥-01
　　奥大和との関わりの場創出事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

1-(3)-⑥-01
「うまし奈良めぐり」推進事業

【観光プロモーション課】

1-(3)-⑥-01
渓流魚ゾーニング管理事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-⑥-01
外国人観光客県内周遊・滞在促進事業

【ならの観光力向上課】 Ｈ30年度予算

1-(3)-⑥-02
奈良県多言語コールセンター運営事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】

1-(3)-⑥-02
奈良県外国人観光客交流館運営事業
【再掲】

【ならの観光力向上課】

H30年度予算

○ ○

○

Ｈ30年度予算 31,860 千円

○

外国人観光客の県内周遊と滞在を促進するための市町村等
による地域ならではの先駆的で意欲的な取組を支援

オフシーズンに全国からの誘客を促進するため、県内社寺や
市町村等と連携して特別感ある旅行商品を造成するとともに、
全国の旅行会社等での商品展開を図り、奈良の夏・冬の魅力
を全国に発信
　県内社寺等における特別企画イベントの実施
　鉄道事業者やＷＥＢ等の広報媒体を活用した広域広報
　専用パンフレットの制作

34,353 千円

千円

1-(2)-①-01に記載のとおり

1-(3)-⑤-01に記載のとおり

千円

○

10,000

○

942

釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等
の取組に対し補助
　実施主体　奈良県漁業協同組合連合会

○

○

○

1-(3)-⑤-01に記載のとおり

○ ○

Ｈ30年度予算 197,000

千円

千円

4,390Ｈ30年度予算

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（１）働きやすくする

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①農産物等のブランド化・生産拡大の
　推進

　　01　農産物の生産販売等の強化

　  　　・特色ある農産物の生産拡大
　　　　　（農業水産振興課）

ブランド化・生産拡大

  　　　・流通販売の強化・拡大
　　　　　（マーケティング課）

直売所支援、首都圏配送支援、県産農産物実需売り込み

　  02　農畜水産物のブランド認証の推進
　　　　　（農業水産振興課、畜産課）

制度構築

　  03　意欲ある農業の担い手育成
　　　　　（担い手・農地マネジメント課、
             農村振興課） 育成実施

　  04　農地の有効活用への支援
　　　　　（担い手・農地マネジメント課、
　　　　　農村振興課） 担い手の農地の集積等の推進・農業基盤整備の実施

　  05　６次産業化の推進･支援
　　　　　（マーケティング課）

センター開設・プランナー派遣支援

　  06　内水面漁業・養殖業の振興
　　　　　（農業水産振興課）

実施

　  07　総合的な鳥獣被害防止対策の推進
　　 　　（農業水産振興課、マーケティング課）

実施

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

【目標】働く場所を増やすため、農林業の振興や企業誘致などを進め 
     ます。 
      県農業を牽引するリーディング品目および 
     将来の成長品目として選定したチャレンジ品目の生産額 （県全体）  
                     144億円（H25)→156億円（H32） 
      県産材生産量（県全体）    15万㎥（H25)→ 25万㎥（H32) 

      大和トウキ生産量（県全体） 1,461kg（H22)→15,000kg（H32) 

 

【主な取組】 
  ⇒農産物等のブランド化・生産拡大を推進します。 
  ⇒農地の有効活用への支援、意欲ある農業の担い手育成を行います。 
  ⇒総合的な鳥獣被害防止対策を推進します。 
  ⇒「A・B・C材全てを出して使う」林業・木材産業を活性化します。 
  ⇒奈良県にゆかりの深い”漢方”の取組を推進します。 
  ⇒企業誘致の推進及び起業の促進を図ります。 
  ⇒地域の産業興しを支援します。 
  ⇒地域の商業・サービスの振興を図ります。 
  ⇒新商品開発、販路拡大等により地域を活性化します。 
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

②「全ての材を出して使う」
   林業・木材産業の推進

　  01　全ての材を搬出する林業の
       　 推進　（林業振興課、新たな森林管理
　　　　　体制準備室、森林整備課） 林業・木材産業の競争力強化のための取組実施

　  02　Ａ･Ｂ･Ｃ材ごとに受け入れできる
        　製材・加工施設の確保
　　　　　（奈良の木ブランド課） 事業計画認定・事業実施

　　03　建築物及び土産物等への利活用の
　　　　 推進

　  　　・建築物への県産材利用の推進
　　　　　（奈良の木ブランド課）

事業計画認定・事業実施

　  　　・土産物等建築物以外への県産材
　　　 　利用の拡大
         （奈良の木ブランド課） ニーズ調査・デザイン開発・製作・ＰＲ

事業実施

普及・啓発

　  05　林業後継者及び人材育成、奈良の木
　　　　 の魅力発信
　　　　（林業振興課、奈良の木ブランド課）

事業実施

③ 漢方のメッカ推進

推進方策の検討・総合的な取組の推進

漢方に関する取組等のPR

　　02　薬用作物等の研究開発

優良種苗の育成、生薬以外への利用に向けた生産技術の開発

宇陀地域の気象・土壌条件を活かした薬草研究

　　　　・大和の生薬の薬効研究
           （薬務課）

県産生薬の含有成分調査、薬効研究

    03　県産生薬の医薬品等の新商品開発
          （薬務課、産業振興総合センター）

県産生薬を配合した医薬品、漢方関連製品等の開発、商品化支援、販路開拓

    04　川上・川下のマッチング（産業政策課）
薬草栽培農家と国産生薬を求める製薬・化粧品会社等とのマッチング

④ 企業誘致の推進

　　01  企業立地促進等の支援
           （企業立地推進課）

企業誘致の強化推進

　　02  中南和振興のための産業集積地
         形成
         （企業立地推進課） 測量・設計・造成等

　  04　木質バイオマスエネルギーの
       　 利活用の拡大
            （奈良の木ブランド課）

　  01 漢方のメッカ推進プロジェクト
        （産業政策課、薬務課）

　  　　・良質で安定した栽培のための技術
　　　　 開発及び支援
 　　　　(農業水産振興課）
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

⑤ 地域の産業興し

　　01 新商品開発、販路拡大等の地域
　　　　活性化（産業政策課、地域産業課、
　　　　林業振興課、産業振興総合センター）

商品開発・改良支援・ブランド構築等に向けた支援の実施

　　02 就労の支援      （雇用政策課）
支援の実施

　　03 融資制度の拡充
                 　　　　　　（地域産業課）

融資等の実施

　　04 コミュニティビジネスの推進
        （奥大和移住・交流推進室）

市町村が取り組む事業の支援

　　05 起業・創業の支援
   　　 （産業政策課、産業振興総合センター、
　　　　 奥大和移住・交流推進室、女性活
　　　　 躍推進課）

創業・支援ネットワークによる支援・創業者の掘り起こし・インキュベータの運営等

　　06 地場産業の振興
　　　　 （地域産業課、産業振興総合センター
　　　　　奥大和移住・交流推進室）

地場産業相談・研究等の支援
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

【Ｈ３０年度の主な事業概要】

事業名

2-(1)-①-01
チャレンジ品目支援事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-01
リーディング品目支援事業

【農業水産振興課】

2-(1)-①-01
奈良らしい地域ビジネス促進事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-01
　　首都圏等への県産物の生産・物流・
　　商流確保支援事業

【マーケティング課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-01
農産物直売所支援事業

【マーケティング課】

2-(1)-①-01
奈良県産地パワーアップ事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

事業内容

本県農業を牽引するリーディング品目の産地生産力・品質の
向上、ブランド力強化、消費拡大を推進
・柿高品質果実安定供給推進事業
　　大玉・高品質果実生産に係る技術実証、特徴ある品種の
　　導入や間伐・せん定見本園設置に対し補助
・高級大和茶生産販売促進事業
　　高品質茶生産のための被覆棚資材購入に対し補助
　　輸出を視野に海外での農薬基準に合った茶生産方法の
　　検討

首都圏での県産農産物の販売を増やすため、生産・物流・商
流をマッチングさせる。
・運送業者とのマッチング商談会
・小売店・飲食店向け個別配送への支援
・バイヤー・市場関係者への売り込み
・商談会にブース出展

産地の収益力向上を図るため、施設整備及び農業機械、生産
資材に対して補助

南部 東部

将来の成長品目として選定したチャレンジ品目の生産・流通・
販売・組織化を支援
・サクランボ・チャレンジ支援事業
　　増産に向けた結実安定対策の実証
・ ダリア産地振興事業
    ウイルスフリー苗を用いたポットルート法の現地試験
　　他産地育成品種の生産性調査およびデータベース化
　　小売店との連携による日持ち処理方法の実証
・大和野菜収益向上対策事業
　　面積拡大につながる新たな栽培方法の導入
　　大和野菜の追加認定、リーフレット印刷
・　　花木産地振興事業
　　ハナモモ老木園の植え替え支援
　　新規需要（洋風化等）に即した産地づくりを支援
・イチジク高品質果実安定供給促進事業
　　東京市場への出荷推進、品質向上対策や病害虫対策の
　　実証

○ ○

3,730 千円

○ ○

7,540 千円

柿の葉寿司に利用される柿葉生産の収益性を向上するため、
大苗定植による早期成園化や剪定方法等を検討

○

517 千円

Ｈ30年度予算

○ ○

8,420 千円

県と協定を結んだ農産物直売所「地の味　土の香」の魅力向
上とブランド化支援
　・新規協定直売所の公募
　・先進地事例視察
　・農産物モニタリング調査（残留農薬の調査）
　

○ ○

Ｈ30年度予算 1,156 千円

○ ○

492,819 千円

○新  

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-①-02
奈良県農畜水産物ブランド認証推進事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-02
大和牛ブランド認証推進事業

【畜産課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-03
農業新規参入者支援事業

【担い手・農地マネジメント課】

2-(1)-①-03
新規就農者確保事業

【担い手・農地マネジメント課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-03
中山間地域等直接支払事業

【農村振興課】

2-(1)-①-04
農地マネジメント推進事業

【担い手・農地マネジメント課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-04
なら農地有効活用推進事業

【担い手・農地マネジメント課】

2-(1)-①-04
一般農道整備事業

【農村振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-04
多面的機能支払事業

【農村振興課】

2-(1)-①-04
地籍調査事業

【担い手・農地マネジメント課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　24,893千円

Ｈ30年度予算 8,000 千円

千円

千円

奈良県の農畜水産物について品質でブランド認証を行うた
め、制度を運営、PR等を実施

○ ○

6,893

大和牛ブランド認証制度に基づく大和牛の品質向上を推進す
るため、一定の基準を満たす高品質な大和牛を出荷した者に
対して支援 ○ ○

6,000

新規就農希望者に対し、なら食と農の魅力創造国際大学校で
の事前研修及び農家受入による実践研修を実施

○ ○

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るた
め、就農前の研修期間（2年以内）の生活安定及び就農直後
（5年以内）の経営確立に資する資金を交付 ○ ○

252,361 千円

集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農
業者に対し、国の制度と連動し、交付金を交付

○ ○

Ｈ30年度予算 254,349 千円

農地マネジメントを推進する地域において担い手農家への農
地集積を阻害する耕作放棄地について、農地中間管理機構
による権利取得と再生を推進し、農地の有効活用と水田の畑
地化による生産性の高い野菜等の作付けを実施 ○ ○

Ｈ30年度予算

担い手への農地の集積を推進するため（公財）なら担い手・農
地サポートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチング
を実施
　センターが実施する農地の賃借による担い手への農地集積
　一定割合以上の農地を貸し付ける地域や貸付けにより離
農・経営転換する者等に対し、協力金を交付
   （農地中間管理事業等推進基金活用事業）
借受希望者が少ない特定農山村地域において農地の受け手
に対して支援

○ ○

100,237 千円

7,320 千円

165,346

農作物の流通の効率化を図るとともに、地域住民の生活や農
村へのアクセスに用いる道路として、農道を整備
・一般農道整備事業
　　五條市西吉野賀北地区　ほか ○ ○

67,130 千円

農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管
理のための取組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の
制度と連動し、交付金を交付
　農業生産資源の基礎的保全活動や多面的機能の維持・発
揮を支える共同活動への交付

○ ○

296,377 千円

国土調査法及び国土調査促進特別措置法に基づき地籍調査
を進める市町村に対し負担金を交付し、地籍の明確化を推進

○ ○

千円

Ｈ30年度予算
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-①-05
農業の６次産業化支援事業

【マーケティング課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-06
河川漁業増殖奨励事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-06
　　養殖業振興対策事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-06
渓流魚ゾーニング管理事業【再掲】

【農業水産振興課】

2-(1)-①-07
鳥獣被害防除事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-07
鳥獣被害防止対策事業

【農業水産振興課】

2-(1)-①-07
若手狩猟者確保・ジビエ供給促進事業

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-07
ならジビエ推進事業

【マーケティング課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-①-07
県営農地環境整備事業

【農村振興課】

６次産業化サポートセンターを設置し、研修会・相談窓口等に
より農林漁業者の６次産業化を支援
農林漁業者及び多様な業種が連携して行う新商品の開発や
販路開拓等に対し補助
　実施主体　六次産業化法認定事業体等

○ ○

17,000 千円

千円

千円

漁獲高の増を促進するため、健全かつ再生産に寄与するあゆ
及び県内産ふなの放流に対し補助
　実施主体　奈良県漁業協同組合連合会 ○ ○

4,180 千円

養殖業の振興と担い手育成のため、県内外の大学生等に対
する就業希望調査等を実施
　 ○

600

千円

1-(3)-⑥-01に記載のとおり

○

942 千円

12,607

○

中山間地域の鳥獣害対策や耕作放棄地対策を行うため、計
画的かつ一体的に農地環境を整備
【事業実施箇所】
　明日香地区　ほか

88,120

被害防止計画に基づき市町村が実施する鳥獣被害防止対策
に対し補助
　被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備等
　地域が一体となった侵入防止柵等の整備
　H29　台風21号で被災した侵入防止柵の復旧経費を補助

○ ○

367,130

千円

1,373 千円

県内の野生獣肉を地域資源として活用するため、適正に処
理・加工されたジビエを取り扱う飲食店等を登録する制度を運
用するとともに、認知度アップに向けた取り組みを実施 ○

鳥獣害や狩猟への関心を高めるためのイベント等を開催し、
若手狩猟者の確保やジビエ料理の普及につなげる

○

千円

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策に対し補
助
捕獲柵等の設置

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策に対し補助
　銃による駆除に対する補助（県1/3　市町村2/3）

使用可能エリアの広い空気銃による有害鳥類駆除の取組に
対し補助
捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査（国10/10）
林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホン
ジカの捕獲を実施

○ ○

○

1,000

○ ○

Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-②-01
県産材生産促進事業

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
奈良県木材生産推進事業

【林業振興課】

2-(1)-②-01
木材生産林育成整備事業

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
施業提案体制整備事業
（森林技術センター）

【林業振興課】

2-(1)-②-01
素材生産力強化推進事業

【林業振興課】

2-(1)-②-01
素材生産事業者組織化推進事業

【林業振興課】

2-(1)-②-01
林道整備事業

【森林整備課】 Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

間伐材等の搬出・利用に積極的に取り組む林業事業体、森林
組合等を支援する市町村に対し補助
A材のみではなく、B・C材の搬出についても支援

　事業体等の行う間伐材の搬出に3,500円/m3以上補助する
市町村に 対し2,000円/m3の補助

 

○ ○

40,620 千円

第１種木材生産林において、長期間使用できる壊れにくい作
業道の重点開設等による木材生産拡大への取組に対し補助
奈良型作業道重点開設
 
木材生産強化（利用間伐）
林業機械導入
林業機械レンタル
架線集材施設設置支援※

※特に地形が急峻で作業道開設も困難な区域において、奈良
型作業道等と組み合わせた架線集材施設の設置に対し補助

○ ○

303,748 千円

第２種木材生産林における計画的な森林整備に対し補助
｢集約化施業提案事業｣によりﾏｯﾁﾝｸﾞされた森林整備に対し補
助 ○ ○

121,128 千円

森林所有者の意欲低下のため木材生産が行われていない地
域において、「儲かる林業」の施業プランを森林所有者に提案
するとともに意欲ある素材生産業者とのマッチングを実施
　集約化施業提案事業 ○ ○

Ｈ30年度予算 4,638 千円

素材生産事業者の経営基盤の安定化と素材生産力の強化を
図る
　労働災害保険上乗せ補償制度加入助成
  新作業システム実践支援 ○ ○

3,200 千円

意欲のある素材生産事業者の組織化のあり方や林業用機械
のリース会社の設立などを検討

○ ○

610 千円

適切な森林の整備や管理、安全かつ効率的な作業を可能に
する林業経営の基盤としての林道を整備するとともに、山村の
生活道や都市・山村の共生・交流の基盤や災害発生時の迂
回路として機能する林道整備の推進
林道の開設・改築・環境保全・塗装・改良を実施

【事業実施箇所】
五條市　外7村　36路線

○

297,991 千円

Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

H29年度2月補正 73,936 千円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-②-01
県単独林道事業

【森林整備課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
林業機械化推進事業

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
林道災害復旧事業

【森林整備課】

2-(1)-②-01
高性能林業機械等導入事業（緑の産業
再生プロジェクト事業）

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
　　林業機械リース導入支援事業

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-01
新たな森林環境管理体制導入推進事業

【新たな森林管理体制準備室】

2-(1)-②-02
木材産業競争力強化事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-02
奈良の木の屋外利用推進事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

市町村等が行う既存の林道の不安定な法面の緑化等の改良
工事に助成
　補助率：過疎・振興山村1/2、その他の地域1/3
【事業実施箇所】
　五條市　外7町村　19路線 ○ ○

55,317 千円

機械化による省力化や生産コストの低減を図る
　管理運営事業
　研修事業
  林業労働力確保推進事業 ○ ○

8,760 千円

被災した林道の早期の復旧を図るため、市町村等が管理する
林道の災害復旧事業費に対し補助を実施
過年災　負担区分　奥　地　国65％・実施主体35％
現年災　負担区分　奥　地　国65％・実施主体35％
                           　その他　国50％・実施主体50％ ○ ○

197,623 千円

林業事業体等が高性能林業機械等を導入するための経費に
対し補助

実施主体　2事業体　2台 ○ ○

10,000 千円

新たな森林環境管理体制の実現に向け、１．管理制度　２．管
理体制　３．必要な人材育成の仕組みについて、友好提携等
を樹立したスイスベルリン州、リース林業教育センターの協力
を得て検討及び準備を進める。 ○ ○

Ｈ30年度予算 25,358

○ ○

10,000 千円

需給コーディネート機能の構築
　県産材需給調整会議の開催等
Ａ・Ｂ・Ｃ材毎の木材流通拡大の支援
　大規模工場安定取引会議、集成材ラミナ製造推進会議の開
催等
木材加工施設整備検討事業
　製材・加工工場設置検討会議の開催

○ ○

1,374 千円

林業事業体等がリース方式により高性能林業機械等を導入
するための経費に対し補助

実施主体　３事業体　３台

県内の木製ガードレール、木柵の構造や劣化状況の調査等
の情報を元に、公共事業等にかかる間伐材の利活用検討会
において、奈良の木の屋外利用について検討

千円

○ ○

170 千円

Ｈ30年度予算

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-②-03
建築物木造木質化推進事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-03
奈良の木づかい推進事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-03
産直住宅強化支援事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算
2-(1)-②-03
　　奈良の木を使用した家具等職人育成
    支援事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-03
県産材海外販路拡大事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-03
県産材首都圏販路拡大事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-03
森林環境教育推進事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-03
奈良の木づかい運動推進事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-03
奈良の木住宅利用促進事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-03
奈良の木で快適に暮らす検証事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

○ ○

13,241 千円

○ ○

8,082 千円

海外の木材業界及び木材輸入の実情に精通した専門家や国
内商社等からの情報収集
専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等と
の意見交換を実地
新海外輸出実務経験者による勉強会の開催
新海外向け県産材PR冊子の制作

県産材による公共建築物の木造化・内装等木質化整備に対し
補助
　実施主体　市町村、社会福祉法人
　森林認証制度に関する研修会の開催

地域認証材や県産材を活用した住宅の新築・リフォーム等に
対し補助 ○ ○

23,090 千円

産直住宅の取組の拡大及び縦型事業協同組合への進展を
コーディネートする人材の配置、産直住宅に係るＰＲに対し支
援
　実施主体　十津川村森林組合
産直住宅強化推進会議の開催

○ ○

2,360 千円

○ ○

Ｈ30年度予算 24,959 千円

付加価値の高い家具・木工品の生産性を高めるため、職人育
成に向け、市町村が抱える課題の解決を図る取組に対し補助

○ ○
6,000 千円

○ ○

県産材を使用した使いやすい学習机等を導入する市町村に
対し補助
県産材を使用した積み木を新生児に配付する市町村に対し補
助
県産材を使用した木の玉プールを公共施設に導入する市町
村に対し補助
中学校の技術家庭科の教材として奈良県産スギ、ヒノキを活
用する市町村に対し補助

○ ○

6,681 千円

10月を「奈良の木づかい運動推進月間」として、奈良の木の魅
力を幅広くＰＲ
　月間のスタートを告げるキックオフイベントの開催等 ○ ○

「奈良の木」マーケティング協議会が実施する住宅への県産材
利用のＰＲ経費に対し負担 ○ ○

300 千円

県産材の持つ快適な暮らしにつながる効果の検証及びＰＲに
より需要を拡大
　調湿効果、断熱性などに関する試験・研究の実施

Ｈ30年度予算

390

3,750 千円

Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓
　首都圏販路拡大アドバイザーを活用した首都圏の建築関係
者に対するセールス及び木材等に関する勉強会の実施
　早稲田大学や民間企業と連携した首都圏における県産材Ｐ
Ｒイベントの開催
　首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアー
の開催
　首都圏の木材市場での市場調査の実施

千円

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-②-04
木質バイオマスエネルギー普及PR事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-04
木質バイオマス利用施設等整備事業（緑
の産業再生プロジェクト事業）

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-04
木質バイオマス利用施設整備事業

【奈良の木ブランド課】

2-(1)-②-05
奈良の木人材養成事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-05
林産業活性化促進支援事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-05
林業労働安全衛生総合対策事業

【林業振興課】

2-(1)-②-05
林業労働者退職金共済制度推進事業

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-②-05
林業労働力確保支援センター推進事業

【林業振興課】

2-(1)-②-05
奈良の木ＰＲ戦略推進事業

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

○ ○

1,603 千円

木質バイオマス加工利用施設等の整備に対し補助

○ ○

82,206 千円

木質バイオマス加工利用施設等の整備に対し補助

○ ○

Ｈ30年度予算 14,285 千円

建築を学ぶ大学生・大学院生を対象に奈良県の林業技術や
県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術などの講義を
行う「奈良の木大学」を開講
　時期　平成30年8月（予定）
　 ○ ○

3,640 千円

林産関係団体が実施する市場動向等の調査分析、事業者の
経営改革等促進及び若手後継者等の育成等の取組に対し補
助

○ ○

1,403 千円

林業・木材産業の労働災害防止のための研修会の開催、及
び各種取り組みに対し補助
林業・木材産業労働災害防止対策事業
振動障害特殊健康診断促進事業

○ ○

847 千円

中小企業退職金共済法に基づく林業労働者の退職金共済契
約の掛金月額に対し補助

○ ○

7,165 千円

林業労働力確保支援センターに指定されている（公財）奈良県
緑化推進協会の事業実施に対し、支援

○ ○

7,270 千円

インターネットを主軸とした奈良の木のＰＲ
　奈良の木に関する情報を集約したポータルサイトのオリジナ
ルコンテンツ強化
　ポータルサイト及び奈良県産材の認知向上のためのプロ
モーション活動 ○ ○

6,570 千円

Ｈ30年度予算

木質バイオマス利活用検討会議の開催
ＰＲ効果の高い県施設におけるペレットストーブの実証稼働

Ｈ30年度予算
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-③-01
漢方のメッカ推進プロジェクト事業

【産業政策課】

2-(1)-③-01
漢方のメッカプロモーション事業

【産業政策課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-02
国産生薬使用促進支援事業

【薬務課】

2-(1)-③-02
大和の生薬の薬効研究事業

【薬務課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-02
漢方のメッカ推進プロジェクト事業
（薬用作物の生産流通振興）

【農業水産振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-03
生薬製剤共同開発事業

【薬務課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-03
     平成の採薬使事業（奈良の薬用植物
     資源調査）

【薬務課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-03
「奈良のくすり」等販路拡大事業

【薬務課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-03
　　漢方製剤等の国内販売促進事業

【薬務課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-③-03
漢方関連食品の製品化に向けた
研究事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-③-04
川上・川下のマッチング事業

【産業政策課】

Ｈ30年度予算

プロジェクト検討会等の開催・運営
漢方薬等の通信販売等による販路拡大の促進

○ ○

1,808 千円

各種イベントへの出展

○ ○

615 千円

国産生薬の使用促進のための品質評価方法の確立

○ ○

Ｈ30年度予算 3,657 千円

大和トウキ根エキスの代謝促進に関する試験
新たな大和生薬の含有成分調査

○ ○

2,989 千円

県産薬用作物を使用した企業の製品開発の支援

○ ○

1,704 千円

県内の薬用植物の自生状況等の調査

○ ○

1,754 千円

「奈良のくすり」等のインバウンド推進及び認知度の向上

○ ○

1,314 千円

県産薬用作物の医薬品以外の部位を利用し新たな食品を開
発
　薬用作物の成分分析、機能性評価方法の確立、加工方法
の
研究

○ ○

4,327 千円

奈良県漢方のメッカ推進協議会の運営,講演会の開催
首都圏での大規模展示会への出展

○ ○

3,522 千円Ｈ30年度予算

トウキ単味エキス製剤の有用性の検証並びに販路拡大

○ ○

2,350 千円

ヤマトトウキ栽培マニュアルに基づく安定生産技術の普及、新
たな課題の現地検証
管理、収穫調整作業の省力化につながる機械の導入支援
　　実施主体　生産出荷団体等
奈良県ゆかりの薬用植物の安定供給を目指した研究の実施
　　ゲノム育種等による優良品種の育成
　　生薬以外への利用に向けた生産技術の開発
　　宇陀地域に適した薬草栽培技術の開発

○ ○

11,710 千円

Ｈ30年度予算

○新  

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-④-01
企業立地促進補助事業（南部・東部地域
振興補助金）

【企業立地推進課】

2-(1)-④-01
戦略的企業誘致事業

【企業立地推進課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-④-01
立地企業人材確保支援事業

【企業立地推進課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-④-02
中南和振興のための産業集積地
形成事業

【企業立地推進課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
「奈良ブランド」開発支援事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
首都圏SPA実践支援事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-⑤-01
奈良の伝統工芸等魅力発信事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-⑤-01
奈良の逸品売り込み逆商談会開催事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
高付加価値獲得支援事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
奈良県産品振興事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

南部・東部地域に立地する企業活力集積促進補助金の対象
企業に対し南部東部地域振興補助金を加算
　加算額　固定資産投資額　5億円以上　1千万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 10億円以上　2千万円 ○ ○

Ｈ30年度予算 100,000 千円

企業立地の目標を達成するため、効果的な誘致活動を展開
　トップセミナーの実施（東京、大阪）
　首都圏及び中京圏でのＰＲ活動の実施
　ビジネスマッチングでの立地環境等のPR活動 ○ ○

17,589 千円

立地に伴う人材確保を支援するため、立地企業による人材情
報会社の求人サイトや人材紹介の活用に助成

　補助率：1/2（上限100万円） ○ ○

1,000 千円

京奈和自動車道御所インターチェンジ周辺において中南和地
域の通勤圏内での雇用機会の創出を実現する産業集積地を
形成
　事業用地の造成
　　用地測量、家屋補償調査、井戸調査等

○

49,500 千円

○ ○

3,614 千円

自社のブランド化を目指す企業に対し、商品開発及び販路開
拓の取組を支援
　・ブランドアドバイザ－による指導
　・東京の百貨店等への商品の出展

千円

○

1,000 千円

県内中小企業者に、顧客から発想して商品開発するビジネス
モデル（ＳＰＡ）を推進し、商品開発力等の向上を支援

○

3,324

○

Ｈ30年度予算 3,964 千円

○

○ ○

県内企業が高付加価値化を図ろうとする新たな取組に対し補
助
（対象事業）
　・奈良県産の原材料を活用した「ご当地食品」の開発
　・市場のニーズを踏まえた製品に結びつく新技術の開発等
　・ＩｏＴの活用により地方創生・地域課題解決に寄与する製品・
サービスの開発

○ ○

17,657 千円

（仮称）奈良県国際芸術家村における奈良の伝統工芸品等の
魅力発信に向け、奈良の伝統工芸品等の首都圏等での展示
会への奈良の伝統工芸品出展を支援

・県内企業の直接商談の機会を増やすため、百貨店バイヤー
等に自社製品を売り込む逆商談会を開催
・逆商談会開催前に自社商品をブラッシュアップするためのセ
ミナーを開催

県内の物産、特産品及び工芸産業の発展、振興を目的とし
て、奈良県産業共励会が実施する各種事業に対して補助

○ ○

855 千円

Ｈ30年度予算
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-⑤-01
販路拡大支援事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-⑤-01
ならクラウドファンディング活用支援事業

【産業政策課】

2-(1)-⑤-01
商工会等経営改善普及事業補助

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
中小企業連携組織対策事業補助

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
奈良の木づかい研究事業
（森林技術センター）

【林業振興課】

2-(1)-⑤-01
木材の利用・森林林業の試験研究及び
技術開発事業（森林技術センター）

【林業振興課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-01
新たな工芸デザイン開発・販路開拓事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

国内販路拡大支援事業
　県内企業の東京国際ギフトショーへの出展を支援し、バイ
　ヤーとの商談及び商品をブラッシュアップするための機会を
　提供
海外進出促進事業
　県内企業が単独で海外展示会へ出展する場合の経費や
　販売拠点立ち上げに向けたマーケティング調査等に要す
　る経費を支援

○ ○

Ｈ30年度予算 15,800 千円

新たな資金調達の方法として注目度が増しているクラウドファ
ンディングの県内企業への活用促進を図るとともに、全国の投
資家から共感を呼ぶような県内企業の新たな事業展開を支援
し、新たな顧客・ファンの獲得、ブランド化を後押し
　投資型クラウドファンディングにより資金調達する事業者の
　ファンド設立に要する初期経費に対し補助
　　補 助 先　県内中小企業３社
　　補助上限　1,000千円／社

○ ○

3,197 千円

中小企業団体中央会が行う中小企業の組織化及び育成指導
に対し補助
　補助対象職員（指導員）　9人
　組合指導情報整備事業、組合等への情報提供事業、創業
連携組織等活動促進事業等

○ ○

73,494 千円

○ ○

1,026,917 千円

木材の利用･森林林業の試験研究および技術開発を行う
従来型架線システム作業効率の改善に関する研究　ほか8題

○ ○

23,474 千円

Ｈ30年度予算

伝統工芸品等の市場拡大を図るため、若手作家を対象に新
たな工芸デザインの開発や販路開拓等を支援

商工会広域協議会等が行う地域経済活性化に向けた取組並
びに商工会、商工会議所及び県商工会連合会が行う経営改
善普及に対し補助
　商工会　33カ所　　商工会議所　4カ所
　　補助対象職員（指導員等）　159人
　商工会連合会
　　補助対象職員（指導員等）　 42人
　農林・観光等、他産業との一体化推進の支援
　　商工会事業の農林・観光分野への多様化、他の地域振興
　　組織との統合を含めた商工会組織の多角化を推進するた
　　めの取組に対し補助

1,800 千円

○

Ｈ30年度予算 10,361 千円

○ ○

県産材の利用拡大を図るため、特色を活かした商品開発や新
たな用途への活用に資する研究を実施
　奈良県産スギ材を用いた弦楽器の製作及び音響特性調査 ○
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-⑤-01
奈良県優良産品の発掘・販路拡大プロ
ジェクト事業

【産業振興総合センター】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-02
高等技術専門校就業支援事業

【雇用政策課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-03
制度融資（経営強化資金）

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（創業支援資金）

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（創業支援資金（認定枠））

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（チャレンジ応援資金）

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

○ ○

2,400 千円

○ ○

23,265 千円

経営強化のために事業資金を必要とする者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　  10年以内
　　　貸付限度額　　 50百万円
　　　融資利率　　　　【所定枠】金融機関所定金利
　　　　　　　　　　　　　【固定枠】2.075％
　　　貸付枠　　　　 　115億円

○ ○

12,299 千円

○ ○

5,620 千円

既存事業の拡大、異業種への進出または事業転換を行おうと
する者を対象とする資金
　　　資金使途　　　設備・運転
　　　融資期間　　　設備15年以内、運転10年以内
　　　貸付限度額　 280百万円
　　　融資利率　　　金融機関所定金利
　　　貸付枠　　　　 20億円

○ ○

10,737 千円

創業しようとする者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　  　7年以内
　　　貸付限度額　　 35百万円
　　　融資利率　　　　1.575％
　　　貸付枠　　　　　 12億円

千円

県内の優良産品の発掘し、認知度の向上及び販路拡大を支
援するため、マーケティング講座、大規模商業施設での展示
販売会を開催

Ｈ30年度予算

高等技術専門校に就業支援員を配置し、就職・起業・職場定
着支援を実施
　外部講師による就業支援セミナーの開催
　製造業等の民間企業における職場実習の実施
　卒業生等の訓練実施に対する給付金の支給
　県内起業家による合同展示会の実施

Ｈ30年度予算

優れた事業計画により創業しようとする者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　7年以内
　　　貸付限度額　　 15百万円
　　　融資利率　　　　0.000％
　　　貸付枠　 　　　　3億円

○ ○

11,985
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-⑤-03
制度融資（チャレンジ応援資金（小規模企
業枠））

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（チャレンジ応援資金（認定枠））

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-03
     制度融資（研究開発支援資金）

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-03
制度融資（経営環境変化・災害対策資
金）

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（女性・若者・シニア・ＵＩＪターン
創業支援資金）

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（セーフティネット対策資金）

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

○ ○

20,543 千円

優れた事業計画により既存事業の拡大、異業種への進出また
は事業転換を行おうとする者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　設備15年以内、運転10年以内
　　　貸付限度額　　 50百万円
　　　融資利率　　　　0.000％
　　　貸付枠　　 　　　10億円

○ ○

Ｈ30年度予算 6,835 千円

○ ○

5,447 千円

小規模企業者で既存事業の拡大、異業種への進出または事
業転換を行おうとする小規模事業者を対象とする資金
　　　資金使途　　　設備・運転
　　　融資期間　　　設備15年以内、運転10年以内
　　　貸付限度額　 50百万円
　　　融資利率　　　【所定枠】金融機関所定金利
　　　　　　　　　　　　【固定枠】1.775％
　　　貸付枠　　　　 10億円

○ ○

58,878 千円

業況の悪化や災害等で売上等が減少している中小企業等で
知事の認定を受けた者等を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　7年以内
　　　貸付限度額　　 50百万円
　　　融資利率　　　　1.775％（5年以内）または1.975％（5年超）
　　　貸付枠　　 　　　15億円

○ ○

4,952 千円

業況の悪化や災害等で売上等が減少している中小企業等で
市町村長の認定を受けた者を対象とする資金
　資金使途　　運転
　融資期間　　７年以内(大規模経済危機等対策資金は10年以
内）
　貸付限度額　50百万円
　融資利率【所定枠】金融機関所定金利
　　　　　　　【固定枠】1.775％（5年以内）1.975％（5年超）
  貸付枠　　　 15億円(大規模経済危機等対策資金は1.675%）

認定支援機関等の支援を受けて創業しようとする女性、３５歳
未満の者、５５歳以上の者及びＵＩＪターン該当者を対象とする
資金
　　　資金使途　　　設備・運転
　　　融資期間　　　7年以内
　　　貸付限度額　 15百万円
　　　融資利率　　　0.000％
　　　貸付枠　　　　 2億円

Ｈ30年度予算

Ｈ30年度予算

新製品や新サービスの提供等に向け、実証研究や試作品製
造等の研究開発に取り組む者で、優れた事業計画を有する者
を対象する資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　15年以内
　　　貸付限度額　　 50百万円
　　　融資利率　　　　0.000％
　　　貸付枠　　 　　　5億円

○ ○

6,450 千円

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-⑤-03
制度融資（創業支援資金（南部・東部
枠））

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-03
制度融資（地域未来投資促進資金）

【地域産業課】

2-(1)-⑤-03
制度融資（新エネルギー等対策資金）

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-03
制度融資（事業承継支援資金）

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-04
奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

2-(1)-⑤-04
ふるさと創生協力隊等設置・支援事業

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-05
奥大和移住定住促進事業

【奥大和移住・交流推進室】

奥大和地域において、複数の市町村にまたがる広域的な地域
復興活動に従事する人材をふるさと創生協力隊として採用し、
配置
協力隊員が抱える課題解決に向けた意見交換や新たな人脈
づくりのため交流会を開催
起業・事業家に向けたセミナーや公認会計士等による個別相
談を実施
県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助

○ ○

11,244 千円

奈良県南部地域・東部地域で創業しようとする者を対象とする
資金
　　　資金使途　　　設備・運転
　　　融資期間　　　7年以内
　　　貸付限度額　 15百万円
　　　融資利率　　　0.000％
　　　貸付枠　　　　 2億円

○ ○

Ｈ30年度予算 27,436

○ ○

2,896 千円
地域経済率引事業計画に基づき設備投資等の事業を実施す
る者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　設備・運転
　　　融資期間　　　　設備15年以内　運転7年以内
　　　貸付限度額　　 280百万円
　　　融資利率　　　　金融機関所定金利
　　　貸付枠　　　　　 20億円

○ ○

5,070 千円

千円

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

6,800 千円

事業承継を行う者を対象とする資金
　　　資金使途　　　　【経営関連保証】議決権株式取得資金等
　　　　　　　　　　　　　【一般保証】設備・運転
　　　融資期間　　　　10年以内
　　　貸付限度額　　 100百万円
　　　融資利率　　　　【所定枠】金融機関所定金利
                          　【固定枠】1.575％
　　　貸付枠　　　　　 8億円

Ｈ30年度予算

○ ○

12,174 千円

奥大和地域の移住相談体制や地域受入体制、移住者拠点施
設等の整備を進めるとともに、同地域の生活環境を向上させ
ることにより、移住・定住の促進を図る。

○ ○

Ｈ30年度予算 70,729 千円

再生可能エネルギーを活用する施設等の導入を行う者を対象
とする資金
　　　資金使途　　　　設備
　　　融資期間　　　　15年以内
　　　貸付限度額　　 280百万円
　　　融資利率　　　　金融機関所定金利
　　　貸付枠　　　　　 15億円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする

2-(1)-⑤-05
奥大和雇用創造促進事業

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-05
女性の起業支援事業

【女性活躍推進課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-05
地域産業振興センター事業

【産業政策課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-05
奈良起業家創出促進事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-⑤-05
女性起業家販売促進支援事業

【女性活躍推進課】 Ｈ30年度予算

2-(1)-⑤-06
奥大和雇用創造促進事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算
2-(1)-⑤-06
中小企業技術支援事業　皮革産業
支援事業

【産業振興総合センター】

2-(1)-⑤-06
宇陀市下水前処理施設維持管理費
補助事業

【地域産業課】

2-(1)-⑤-06
小規模零細地場産業振興補助事業

【地域産業課】 Ｈ30年度予算

奥大和地域への移住・定住を促進するため、魅力ある仕事づ
くりを推進
　「奥大和仕事づくり推進隊」を採用し、先駆的プロジ　ェクトを
推進
　奥大和アカデミーの開催による起業人材の育成
　奥大和商品の海外販売向けデザインの制作を通じた販路開
拓支援を実施

○ ○

45,000 千円

女性起業家を養成するためのセミナー・相談会を開催

○ ○
818 千円

（公財）奈良県地域産業振興センターが行う県内事業者への
総合的な支援活動に対し補助
　県との連携を強化し、産業支援体制を充実
　　窓口相談業務、専門家派遣等
　　企業間連携支援コーディネーターの配置
    事業継承ネットワーク地域事業局の運営

106,920 千円

○ ○

・ビジネスプランコンテストの実施
　起業への機運を醸成し起業家を発掘するため、事業計画を
　広く全国から募集し、優れた計画を表彰
　　　募集部門　　奈良創生部門（ＩｏＴ以外）
　　　　　　　　　　   ＩｏＴ部門

千円

○ ○

女性起業家販売促進・売上確保のためのセミナーやチャレン
ジショップの実施

○ ○

1,079 千円

Ｈ30年度予算

○
Ｈ30年度予算 100

○

２－（１）－⑤－０５に記載のとおり

○

毛皮革業界が実施する商品・デザイン・技術開発及び改良事
業、市場開拓事業等に対して補助(東部振興に係る事業のみ
記載)
　　補　助　先：奈良県毛皮革協同組合連合会
　　　　　　　　　 宇陀市菟田野毛皮革産業振興協議会
　　補　助　率：9/10、2/3、1/3

○

8,370 千円

千円

○

21,500Ｈ30年度予算

千円

菟田野毛皮革工場団地内に設置されている宇陀市下水前処
理施設の維持管理費に対して支援し、周辺環境の保全及び
地場産業の振興を図る
＜事業内容＞
宇陀市下水前処理施設を円滑に運営するための維持管理費
に対して補助
　・維持管理事業の内容
　　汚水・汚泥の処理及び処分、水質等の試験・検査、設備
　　機械の維持管理
　・管理業務等
　　　補　助　先：宇陀市
　　　補　助　率：1/2

45,000 千円

菟田野地区奈良県毛皮革工業団地企業への定例巡回相談･
指導、研究開発支援を実施

5,380
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする

２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（２）暮らしやすくする

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①健康・医療・福祉・介護の充実

　　01　地域包括ケアシステムの構築

　　　　・市町村における地域包括ケアシス
　　　　　テムの構築を支援
　　　　　（地域包括ケア推進室）

　　　　

　　　　・「スマホ」を活用した健康づくり・生活
　　　　　支援の推進
　　　　　（健康推進課）

　　02　南和地域の医療提供体制の充実

　　　　・南奈良総合医療センターの整備
　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 新築工事 供用開始

　　　　・吉野病院の整備
　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 　　　改修工事　供用開始

　　　　・五條病院の整備
　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 改修工事 供用開始

　　　　・医療機能の再編
　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討・協議・推進

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

モデル市町村を補助金、ノウハウ提供等
により支援

普及・拡大 

【目標】 健康・医療・福祉・介護及び教育・子育ての充実などを進め、 
     南部・東部地域で「住みたい」 「住みやすい」と思う人の割合を 
     増やします。 
      （平成29年度県民アンケート調査「将来の奈良県での定住意向」  

      南東部：60.2% 南西部51.2% 県全体64.4%） 
 
【主な取組】 
    ⇒健康・医療・福祉・介護の充実を図ります。 
    ⇒住み慣れた地域で暮らし続けるために地域包括ケアシステム 
      の構築を推進します。 
    ⇒へき地医療の充実を図ります。 
    ⇒教育、子育ての充実を図ります。 
    ⇒移動手段の確保を行います。 
    ⇒買い物等支援を行います。 
    ⇒文化の振興を行います。 
    ⇒集落の維持・活性化を推進します。 

システム化 

検討・構築 

在宅医療・包括ケアの推進 

情報やノウハウの提供等による市町村支援の実

実証 

エラー! 
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする

　　03　安定的な医師配置システムの運営

　　　　・地域医療学講座の運営
　　　　　（医師・看護師確保対策室） 地域の医療状況の研究、医師育成プログラムの研究

　　　　・地域医療支援センターの運営
　　　　　（医師・看護師確保対策室） ドクターバンク、県費奨学生の配置及びキャリア形成支援

　　04　へき地医療の充実

　　　　・へき地医療を支える医師の確保
　　　　　（医師・看護師確保対策室） 自治医科大学卒業生、県費奨学生の配置

　　　　・ドクターヘリ共同利用
 　　　　（地域医療連携課） 共同利用

相互応援

　　　　・ドクターヘリ導入検討・運航
　 　　　（地域医療連携課） 導入に向けた検討

ドクターヘリの運航

② 教育の充実

　　01　職業教育等の充実
　　　　　（学校教育課） 整備

　　02　へき地教育の充実
　　　　　（教職員課） 教員確保、指導の充実

　　03　遠距離通学の支援
　　　　　（学校教育課） 実施

　　04　学びの機会の提供
　 　　 　（奥大和移住・交流推進室） 実施

③ 子育ての支援

　　01　子育ての支援
          （女性活躍推進課） 実施

④ 買い物等の支援

　　01　買い物等の支援
　　　　（奥大和移住・交流推進室）

検討・実施

⑤ 移動手段の確保

　　01　公共交通ネットワークの確保
　　　　（地域交通課） 関係市町村・交通事業者等との協議、施策の実施

　　02　交通空白地有償運送の支援
　　　　（地域交通課、奥大和移住・交流
　　　　　推進室）

市町村、住民団体、NPO等の支援

⑥ 文化の振興

　　01　文化の振興
　　　　（国民文化祭・障害者芸術文化祭課） 文化活動支援

⑦ 集落の維持・活性化

　　01　南部・東部地域のまちづくり推進支援
　　　　　（住まいまちづくり課） 市町村への支援

　　02　新しい集落づくり
　　　　　（住まいまちづくり課） 市村への支援
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする

【Ｈ３０年度の主な事業概要】

事業名

2-(2)-①-01
地域包括ケアモデルプロジェクト
推進事業

【地域包括ケア推進室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-01
「スマホ」を活用した生活支援サービス
提供事業

【健康推進課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-01
地域ケア会議充実支援事業

【地域包括ケア推進室】

2-(2)-①-01
    介護予防・日常生活支援総合事業
    充実事業

【地域包括ケア推進室】

2-(2)-①-01
生活支援コーディネーター活動充実事業

【地域包括ケア推進室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-02
南和地域公立病院整備支援事業

【病院マネジメント課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-02
南和広域医療企業団運営費補助事業

【病院マネジメント課】 Ｈ30年度予算

地域ケア会議に多様な専門職が参画する体制の構築等、
地域ケア会議の機能充実に向けた取組を支援
　・市町村からの派遣依頼に対する窓口を設置する職能団
    体の取組に対して補助
　・モデル市町村を対象に個別相談、現地支援、意見交換
    会等の開催
　・全市町村を対象に、自立支援型地域ケア会議推進研修
    会等の開催
　
　

○ ○

Ｈ30年度予算 3,645

○

Ｈ30年度予算

県内市町村の生活支援体制の整備を推進
　・生活支援コーディネーター養成研修の開催
　・生活支援コーディネーターの活動充実のための研修会
　 等の開催
　

○ ○

2,040 千円

事業内容 南部 東部

地域包括ケアシステムの構築を促進するため、モデルプロ
ジェクトを推進
　・地域包括ケア推進支援チームによる市町村支援、関係
    機関等への働きかけ
　・プロジェクトチーム会議の開催等

○ ○

740 千円

　山間部の高齢者等を対象に、スマートフォンを活用した見
守りや健康づくりなどの生活支援サービスを提供
　県が開発したアプリを搭載したスマートフォン等の貸し出
し及びアプリを提供することで市町村における「奈良県版生
活支援スマホ」の利用を促進 ○ ○

9,955 千円

2,864 千円

千円

市町村の地域マネジメント力向上を支援
　・全市町村向け研修会の開催
　・少人数のワークショップの開催

総合事業の充実に必須の地域づくりによる介護予防を推
進し生活支援の充実にも資する住民運営の通いの場の普
及拡大を支援
　・個別相談、現地支援、研修会の開催

○

南和広域医療企業団による南和地域公立病院整備への支
援
　企業団構成市町村に対する起債償還金補助 ○

300,134 千円

南和広域医療企業団の病院運営にかかる経費に対し補助
　　県からの身分移管職員の県在職中に起因して発生する
　人件費
　退職手当の県在職期間分 ○

69,436 千円
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2-(2)-①-02
南和広域医療企業団運営費負担金事業

【病院マネジメント課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-03
医師配置システムの運営

【医師・看護師確保対策室】

2-(2)-①-03
医師確保推進事業

【医師・看護師確保対策室】

2-(2)-①-04
医師確保修学資金貸付金

【医師・看護師確保対策室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-04
自治医科大学運営費負担金

【医師・看護師確保対策室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-04
へき地勤務医療従事者確保推進事業

【医師・看護師確保対策室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-04
ドクターヘリ共同利用事業

【地域医療連携課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-04
ドクターヘリ運航推進事業

【地域医療連携課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-①-04
へき地診療所医師確保支援事業（へき地
診療所への人件費補助）

【医師・看護師確保対策室】 Ｈ30年度予算

県独自のドクターヘリ運航に要する費用に対し補助、消防
機関や国・他府県等、関係機関との調整
　実施主体　奈良県立医科大学 ○

255,020 千円

補助対象　へき地診療所に勤務する医師に係る人件費（自
治医大卒業医師等を除く）
実施主体　宇陀市、山添村、御杖村、十津川村、川上村
補助上限　2,400千円 ○ ○

6,100

○

南和広域医療企業団が設置する看護専門学校の運営経
費に対する負担金

○

80,000 千円

県費奨学生配置センター事業
　　奨学金制度による医師の継続的なキャリア形成支援と
　　公立・公的医療機関への適切な配置
地域医療学講座運営費補助金
　県立医科大学における地域医療学講座の運営補助
　　地域医療を担う医師のキャリアパスの構築や支援策の
　　研究等
医師配置評価委員会の運営
　  県立医大医師派遣センターの医師派遣調整の実績
　　を評価

○ ○

Ｈ30年度予算 31,080 千円

ドクターバンク運営事業
　奈良県での就労を希望する医師のための相談窓口を設
置し、公立・公的医療機関に紹介・斡旋
  地域医療マインド普及事業 ○ ○

4,384 千円Ｈ30年度予算

緊急医師確保修学資金貸付金
   対象　奈良県立医科大学及び近畿大学の緊急医師確保
特別入学試験合格者
   貸与予定者  82人（うち新規13人）

医師確保修学研修資金貸付金
   対象　県内外の医学生
   貸与予定者  14人

○ ○

252,535 千円

在学生　16人　　卒業生　88人（現在40期生まで）
自治医大卒業医師の派遣
　へき地診療所等派遣人員　9人 ○ ○

131,200 千円

医学生・看護学生を対象としたへき地診療所での体験実習
の実施 ○ ○

750 千円

緊急かつ重篤な患者の迅速な搬送体制を確保するため、
ドクターヘリを共同利用
　運航団体　関西広域連合（大阪府）、和歌山県、三重県
　

○ ○

3,636 千円

千円
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2-(2)-①-04
へき地診療所運営費補助事業

【医師・看護師確保対策室】

2-(2)-①-04
へき地医療支援機構運営事業

【医師・看護師確保対策室】

2-(2)-②-01
   南部地域における産業連携教育
   支援事業

【学校教育課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-②-02
南部地域におけるへき地教育振興事業

【教職員課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-②-03
遠距離児童・生徒通学費補助事業

【学校教育課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-②-04
奥大和移住定住促進事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(2)-③-01
次世代育成支援対策推進事業

【女性活躍推進課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-③-01
地域少子化対策重点推進交付金
市町村補助

【女性活躍推進課】

2-(2)-③-01
ならっこすくすく・子育ていきいき
フィールド推進事業

【女性活躍推進課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-④-01
南部・東部振興基本計画推進事業
【再掲】

千円

へき地診療所の運営に必要な経費に対し補助
実施主体　五條市

○

6,724 千円Ｈ30年度予算

千円

広域的なへき地医療支援事業の企画・調整を行い、へき地
医療対策の各種事業を円滑かつ効率的に実施するため、
都道府県単位でへき地医療支援機構の設置、運営
実施主体　県 ○ ○

Ｈ30年度予算 6,500 千円

○

3,081

2-(1)-⑤-05に記載のとおり

南部地域の振興に貢献できる人材を育成するため、職業
教育に必要な実習備品を整備
対象：吉野高校　自動一面カンナ盤
　　　　十津川高校　木工作業機器

○ ○

70,729 千円

へき地の拠点校等に常勤の専科教員等を共同配置し、近
隣校を巡回して授業等を実施する市町村に対し補助
　補助額等　教員等の設置にかかる費用の1/2以内 ○ ○

4,067

結婚に対する取り組みや、結婚、妊娠・出産、乳児期を中
心とする子育てに温かい社会づくり・機運の醸成の取り組
みを行う市町村に対し補助 ○ ○

Ｈ30年度予算 7,400

学校統合等による通学費の保護者負担を軽減するため、
町村の遠距離児童生徒通学費支援事業に対し補助
　対象　7町村（山添村、高取町、明日香村、下市町、野迫
川村、十津川村、東吉野村）

○ ○

7,120 千円

個別相談・一時預かり・親子交流に対する子育て支援が必
要な方に提供される環境（ならっこすくすく・子育ていきいき
フィールド）の構築を推進

　①結婚・妊娠・出産・子育てに関するファイナンシャルセミ
ナー　相談会等の開催
　②企業や市町村と連携した子育て世帯の見守りモデルの
実施
　③市町村の子育て支援が行き渡りにくい地域における出
張ひろばの実施
　④市町村の子育て支援の充実を担う人材の養成研修等
の実施
　⑤地域の多様な人材を活用した子育て支援策の検討

○ ○

962 千円

・奈良県こども･子育て応援県民会議等の運営
・県内の保育士養成課程を有する大学と県が連携し、地域
　 の子育て支援のための取組を実施 ○ ○

372 千円

千円

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

○新  
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【奥大和移住・交流推進室】

2-(2)-④-01
奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】
2-(2)-⑤-01
奈良県基幹公共交通ネットワーク確保
事業【再掲】

【地域交通課】

2-(2)-⑤-01
安心して暮らせる地域公共交通確保事業
【再掲】

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-⑤-01
公共交通基本計画推進事業【再掲】

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-⑤-01
連携協定に基づくバス交通支援事業
【再掲】

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-⑤-02
南部・東部振興基本計画推進事業
【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

2-(2)-⑤-02
奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

2-(2)-⑤-02
奈良県基幹公共交通ネットワーク確保
事業【再掲】

【地域交通課】

2-(2)-⑤-02
安心して暮らせる地域公共交通確保事業
【再掲】

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-⑤-02
公共交通基本計画推進事業【再掲】

【地域交通課】 Ｈ30年度予算

2-(2)-⑥-01
奥大和の特色を活かしたイベント支援事
業

【奥大和移住・交流推進室】

2-(2)-⑦-01
南部・東部地域づくり推進支援事業
（南部・東部）

【住まいまちづくり課】

2-(2)-⑦-02
南部・東部地域づくり推進支援事業
（南部・東部）【再掲】

【住まいまちづくり課】

1-（3）-④-03に記載のとおり

○ ○

197,459 千円Ｈ30年度予算

○ ○

26,870 千円

1-（3）-④-03に記載のとおり

○ ○
23,600 千円

1-（3）-④-03に記載のとおり

○ ○

70,000 千円

○ ○

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

○

2,500 千円Ｈ30年度予算

○ ○

26,870 千円

○

Ｈ30年度予算 23,652 千円

1-（3）-④-03に記載のとおり

○ ○
23,600 千円

○

2-(2)-⑦-01に記載のとおり

○ ○

23,652 千円Ｈ30年度予算

南部・東部集落づくり支援事業（南部・東部）
　南部・東部地域における定住促進、空き家の利活用等の
集落づくりプロジェクトを推進するため、市町村が必要とす
る技術的支援を実施 ○

奥大和地域で住民が参画して開催される地域の特色を活
かしたイベントに対し補助

1-（3）-④-03に記載のとおり

1-（3）-④-03に記載のとおり

Ｈ30年度予算 197,459 千円

1-（3）-④-03に記載のとおり

○ ○

H30年度予算 3,490 千円

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

H30年度予算 6,800 千円

H30年度予算 3,490 千円

1-(1)-③-01に記載の通り

○ ○

H30年度予算 6,800 千円
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２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（３）いざというときに備える

【主な取り組みの工程表】
主な取り組み

①紀伊半島アンカールートの整備

　　01　紀伊半島アンカールートの早期整備
　　　　 の推進

　　　 ・京奈和自動車道の整備
　　　 　（大和御所道路）
　　　　 （道路建設課）

整備の促進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　阪本工区
　　　　（道路建設課） 整備の推進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　辻堂バイパス
　　　　（道路建設課） 整備の推進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　川津道路
　　　　（道路建設課） 整備の推進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　新天辻工区
　　　　（道路建設課） 整備の推進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　長殿道路
　　　　（道路建設課） 整備の促進

平成３２年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

【目標】災害による死者をなくす、人命を守ることを最大の目標に、 
     できる限り被害を減少させます。 
 
【主な取組】 
    ⇒紀伊半島アンカールートの整備を進めます 
    ⇒効率的・効果的な道路防災対策を推進します。    
    ⇒土砂災害対策の推進と山地災害の予防と復旧を進めます。 
    ⇒河道整備を進めます。 
    ⇒災害に強い森林づくりを進めます。 
    ⇒災害に強い情報ネットワークづくりを進めます。 
    ⇒災害に強い地域づくりを進めます。 
    ⇒エネルギーの確保を進めます。 
    ⇒防災力の向上と紀伊半島大水害の次世代への継承を図ります。 
    ⇒紀伊半島大水害により被災したインフラの復旧を引き続き推進 
      します。 

●供用 ●部分供用 

●供用 

●御所南IC～五條北IC供用 

●供用 ●供用 
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　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　風屋川津・宇宮原工区
　　　　（道路建設課） 整備の促進

　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備
　　　　十津川道路
　　　　（道路建設課） 整備の促進

　　　 ・国道169号の整備
　　　　奥瀞道路（Ⅱ期）
         （道路建設課） 整備の促進

　　　 ・国道169号の整備
　　　　伯母峯峠道路
         （道路建設課）

整備の促進

　　　 ・未改良区間の新規事業化
　　　　国道168号（五條新宮道路）十津川
　　　　道路（Ⅱ期）
　　　　（道路建設課） 整備実現に向けた調査等の実施

②効率的・効果的な道路防災対策の
　 推進

　　01　防災・減災・老朽化対策の推進

　　　 ・地域を支える主要な道路ネットワー
　　　　 クの形成
　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路建設課） 整備の推進

　　　 ・道路防災対策の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課）

対策の推進

　　　 ・道路施設の老朽化対策の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課）

対策の推進

　　　 ・市町村管理道路施設の老朽化
　　　　対策の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課） 対策の推進

③ 土砂災害対策の推進と
　　山地災害の予防と復旧

　　01　土砂災害対策の推進
　　　　（担い手・農地マネジメント課、河川課、
　　　　 砂防・災害対策課） 対策の推進

　　02　治山対策の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　（森林整備課）

対策の推進

④ 河道整備

　　01　河川整備等の推進

　　　 ・河川改修の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川課）

対策の推進

　　　 ・河床掘削等の堆積土砂除去
　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川課）

対策の推進

⑤ 災害に強い森林づくり

　　01　災害に強い森林づくりの推進
　　　　　　　　　　　　　　　　（森林整備課）

対策の推進

●供用 
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⑥ 災害に強い情報ネットワーク
     づくり

　　01　情報ネットワークの基盤づくり

　　 ・携帯電話等エリアの整備
　　　（情報システム課）

整備の促進

⑦ 地震に強い地域づくり

　　01　既存木造住宅の耐震化の促進
　　　　　　　　　　　　　　　（建築安全推進課）

耐震診断・改修の促進

⑧ エネルギーの確保

　　01　緊急時に備えたエネルギーシス
　　　　　テムの構築（エネルギー政策課）

構築への支援

　　02　多様な再生可能エネルギー等の
　　　　　普及拡大　（エネルギー政策課、
　　　　　奈良の木ブランド課） 普及拡大の促進

⑨ 防災力向上と紀伊半島大水害
　　の次世代への継承

　　01　大規模災害による防災体制等の整備

　　　　・陸上自衛隊駐屯地の五條市への
　　　　 誘致　（防災統括室、道路建設課）

政府要望実施、気運醸成、防衛省が行う調査への協力等

　　　 ・広域防災拠点の整備
　　　　　　　　　　　　　　　（防災統括室）

関係機関との調整、候補地調査、基本設計

　　　　・県と市町村等が連携した災害種別
　　　　 訓練の実施　　　　（防災統括室）

災害種別ごとに訓練を実施

　　02　市町村防災対策への支援
　　　　 （防災統括室）

　　03　地域防災力の向上

　　　　・自主防災団体の組織化・活性化
　　　　　の促進
　　　　　　（安全・安心まちづくり推進課） 組織率の向上と活動への支援

　　04　防災教育・啓発
　　　　　　（防災統括室）

セミナー、ワークショップ、講演会、パネル展等の開催など県民への啓発の実施

⑩ 紀伊半島大水害の復旧の完了

　　01　被災したインフラの復旧
　　　　（森林整備課、地域政策課）

復旧の推進、財政的支援

市町村の地域防災計画の見直しなど、防災対策への継続的な支援 
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【Ｈ３０年度の主な事業概要】

事業名

2-(3)-①-01
五條新宮道路の整備推進（国道168号）
【再掲】

【道路建設課】 H29年度2月補正　378,000千円

2-(3)-①-01
直轄道路事業費負担金（南部・東部）
【再掲】

【道路建設課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　240,000千円

2-(3)-②-01
災害に強い道路ネットワークの整備推進
【再掲】

【道路建設課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
道路災害防除事業（南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
道路施設維持修繕費（南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
道路施設点検・診断事業(南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
橋りょう耐震補強事業（南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
道路施設老朽化対策事業(南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

事業内容 南部

H29年度2月補正 1,345,967

○

5,089,216 H29年度2月補正

○

千円

367,500 千円

1,470,000

千円

東部

1-(3)-④-02に記載のとおり
　
　

紀伊半島大水害により被災した箇所のうち、地すべりの兆候
がある地区において2次的な災害を防止
　　仮設迂回路
　　　川津高野線　十津川村五百瀬
　　斜面監視
　　　高野天川線　天川村南日裏
　　　篠原宇井線　五條市大塔町惣谷
　　　川津高野線　十津川村五百瀬
   現道復元測量
　　　高野辻堂線　五條市大塔町清水

○

59,950 千円

千円

道路斜面で崩壊等の兆候があり、放置すれば災害が発生する
恐れがある箇所で法面・路肩の防災対策を実施
国道168号　外12路線

○ ○

効率的・効果的な補修・修繕を実施するため、橋梁や道路法
面の点検を実施
国道168号　外30路線

○ ○

754,510 千円

耐震補強が必要な緊急輸送道路の橋梁の対策を重点実施
国道166号　杉谷大橋  外5路線

○

299,510 千円

長寿命化修繕計画に基づく補修・修繕を実施
出合橋  外102橋
点検結果に基づき緊急的な対策を実施
オソゴエトンネル  外8トンネル
宮前歩道橋　外6件 ○ ○

1,011,930 千円

千円

1-(3)-④-02に記載のとおり

○

3,910,000 千円

1-(3)-④-02に記載のとおり

○

Ｈ30年度予算 1,129,800
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2-(3)-②-01
道路舗装補修事業（南部・東部）

【道路管理課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-②-01
道路施設老朽化対策市町村支援事業

【道路管理課】

2-(3)-③-01
直轄河川事業費負担金（南部・東部）

【河川課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-③-01
通常砂防事業（南部・東部）

【砂防・災害対策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-③-01
地すべり対策事業（南部・東部）

【砂防・災害対策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-③-01
急傾斜地崩壊対策事業（南部・東部）

【砂防・災害対策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-③-01
地籍調査事業【再掲】

【担い手・農地マネジメント課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　24,893千円

2-(3)-③-02
治山事業

【森林整備課】 Ｈ30年度予算 H29年度2月補正　189,000千円

2-(3)-③-02
民有林直轄治山事業費負担金

【森林整備課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-③-02
県単独治山事業

【森林整備課】

路面の損傷（わだち掘れ、ひび割れ、穴ぼこ等）が進行し、安
全な通行に支障をきたす箇所を対策

○ ○

210,990 千円

○

千円

○

Ｈ30年度予算 525,000

H29年度2月補正

21,000 千円

168,000 千円

急傾斜地崩壊防止施設の設置により、急傾斜地の崩壊による
被害から人家等を保全
　補助事業　川上村下多古地区　外2箇所
　単独事業　宇陀市室生地区　　外2箇所

市町村管理橋梁の予防保全を図るための点検業務及び長寿
命化修繕計画策定業務を受託

○ ○

246,931 千円

千円

紀伊山系における大規模土砂災害対策等
　五條市大塔町清水地区　外6箇所

○

1,135,000

H29年度2月補正

2-(1)-①-04に記載のとおり

○ ○

165,346 千円

砂防設備の設置により、土石流等による被害から人家等を保
全
　補助事業　黒滝村黒滝川　外10箇所
　単独事業　野迫川村北股川　外2箇所 ○ ○

1,131,551 千円

新宮川水系十津川地区ほかの大規模崩壊地、高度な技術を
要する箇所について、国直轄で治山事業を実施する箇所を拡
大し、林地崩壊箇所等の復旧を推進
新宮川水系十津川地区 ○

607,721 千円

急傾斜地崩壊防止施設の設置により、急傾斜地の崩壊による
被害から人家等を保全
　補助事業　十津川村上野地地区　外16箇所
　単独事業　五條市川股高野垣内地区　外6箇所 ○ ○

1,210,764 千円

○ ○

Ｈ30年度予算 113,326 千円

自然現象に起因する山地災害の復旧と未然防止のための施
設整備、良質な水や安全な生活を確保するため、水源のかん
養や国土保全機能が低下した保安林において森林整備等を
推進
山地治山　　13箇所
水源地域等保安林整備　3箇所

○ ○

649,282 千円

H29年度2月補正 21,000 千円

市町村治山事業
　市町村が実施する災害に伴う林地の小規模崩壊等の復旧に
対して補助
治山関係調査費
　新規着工予定箇所を対象として、国庫補助事業要求のため
の設計方針資料を作成するために必要な調査・概要測量を実
施
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2-(3)-④-01
南部東部地域河川改良事業

【河川課】

2-(3)-④-01
新宮川水系堆積土砂処分推進事業

【河川課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑤-01
施業放置林の整備に関する事業

【森林整備課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑥-01
携帯電話等エリア整備事業

【情報システム課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑦-01
住宅・建築物耐震対策事業

【建築安全推進課】

2-(3)-⑧-01
ＥＶ・ＬＰガス発電を活用した避難所への
電力供給事業

【エネルギー政策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑧-02
スマートハウス普及促進事業

【エネルギー政策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑧-02
再生可能エネルギー導入アドバイザー
派遣事業

【エネルギー政策課】

2-(3)-⑧-02
事業所再生可能エネルギー等熱利用
促進事業

【エネルギー政策課】 Ｈ30年度予算

○ ○

683,344 千円

新宮川水系において堆積土砂除去等により治水安全度の向
上を推進

○

120,000 千円

・携帯電話の不感地域解消を目的とした携帯電話用基地局を
整備する市町村に対し補助
・施設整備事業を実施した市町村の公債費に対し補助
　対象地域　：　過疎地域、辺地、半島振興対策実施地域、
　　　　　　　　　　振興山村、特定農山村地域
　実施主体　：　吉野町、十津川村、御杖村、東吉野村

○ ○

3,737 千円

施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用で
きる制度の紹介や森林の公益的機能についての普及啓発を
実施
　実施場所　十津川村外22市町村
森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について強
度の間伐等を実施
　実施場所　十津川村外23市町村
　事業量　751ha

○ ○

290,000 千円

既存木造住宅の耐震診断及び耐震改修等に対し補助

○ ○

10,863 千円

緊急時のエネルギー対策として、避難所にＶ２Ｈ（電気自動車
充給電設備）、Ｖ２Ｌ（電気自動車用可搬型給電器）、又はＬＰガ
ス発電設備を設置する取組に対し補助
　　補助上限：400千円　　補助率：1/2 ○ ○

2,000 千円

○ ○

30,400 千円

住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、下記の
設備を設置する県民に対し補助
　ZEH(Net Zero Energy House)等に導入する設備
　　蓄電池（定額　100千円）
　　エネファーム（定額　80千円）
　
　太陽熱利用システム<自然循環型>　(定額　30千円)
　太陽熱利用システム<強制循環型>　(定額　90千円)

事業者が実施する熱の効率的利用及び自給率の向上を図る
ための設備整備に対し補助
　太陽熱利用システム　　（上限500千円） ○ ○

1,000 千円

○ ○

Ｈ30年度予算 268 千円

再生可能エネルギーに精通した専門家をアドバイザーとして登
録し、要請に応じて市町村等に派遣

Ｈ30年度予算

H29年度2月補正 16,800 千円

南部東部地域における治水安全度の向上を図るため、河川改
良を実施
　紀の川　外12河川

Ｈ30年度予算
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2-(3)-⑧-02
再生可能エネルギー活用調査支援事業

【エネルギー政策課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑧-02
木質バイオマスエネルギー普及PR事業
【再掲】

【奈良の木ブランド課】

2-(3)-⑧-02
木質バイオマス利用施設等整備事業
（緑の産業再生プロジェクト事業）【再掲】

【奈良の木ブランド課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑧-02
木質バイオマス利用施設整備事業

【奈良の木ブランド課】

2-(3)-⑨-01
陸上自衛隊駐屯地誘致推進事業

【防災統括室】

2-(3)-⑨-01
陸上自衛隊駐屯地関連道路調査

【道路建設課】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-01
災害体制の機能充実事業

【防災統括室】

2-(3)-⑨-01
職員災害対応能力向上

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-01
プレホスピタルケア時の看護師の
資質向上

【防災統括室】

Ｈ30年度予算

○ ○

4,000 千円

木質バイオマス加工利用施設等の整備に対し補助

○ ○

14,285

2-(1)-②-04に記載のとおり

○ ○

Ｈ30年度予算 1,603 千円

・陸上自衛隊駐屯地誘致推進事業
防衛省調査への協力・連携
陸上自衛隊駐屯地等の配置要望継続及び本県取組状況等の
情報発信
陸上自衛隊駐屯地等の配置実現にかかる課題の検討
誘致関係調査
・陸上自衛隊駐屯地誘致啓発事業
県南部陸上自衛隊駐屯地誘致推進協議会の活動支援
自衛隊の理解促進のための県民向け各種活動

○

Ｈ30年度予算

2-(1)-②-04に記載のとおり

○ ○

82,206 千円

千円

陸上自衛隊駐屯地の誘致に合わせ、駐屯地へのアクセス道路
の調査を実施

○

10,000

千円

・災害対策本部機能充実事業
災害対策本部事務局の設備・装備品等の充実
・災害時緊急連絡員編成事業
災害発生時に速やかに被災市町村への支援体制を築くため、
平常時から県庁内に「災害時緊急連絡員」を編成しておき、平
素から研修・訓練を通じて、連絡員の災害対応能力の向上を
図る

○ ○

400 千円

災害対応業務に携わる自治体職員の能力向上、人材の育成
は最重要課題の一つであることから、県・市町村職員の研修を
行うなど、災害対応能力の向上を推進

○ ○

143

10,000

県立医大附属病院等の看護師に（公社）日本看護協会主催の
研修会を受講してもらい、災害現場における臨床実践能力の
向上を図る

○ ○

Ｈ30年度予算 168

千円

千円

地域振興、停電時の電力供給及び熱利用を目的とする再エネ
活用事業の事業化可能性調査に対し補助
補助率：１／２以内　　・補助上限：2,000千円

千円

Ｈ30年度予算
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2-(3)-⑨-01
防災訓練事業

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-01
奈良県広域防災拠点整備準備事業

【防災統括室】

2-(3)-⑨-02
市町村職員災害対応能力向上研修事業

【防災統括室】

2-(3)-⑨-02
市町村住民避難対策支援事業

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-03
安全・安心まちづくり推進事業

【安全・安心まちづくり推進課】

2-(3)-⑨-04
企業防災対策推進

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-04
    女性視点の防災ハンドブック作成
    事業

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

2-(3)-⑨-04
防災対策啓発

【防災統括室】 Ｈ30年度予算

○ ○

Ｈ30年度予算 千円

防災総合訓練の実施
図上訓練の実施
災害時の危機管理機能を充実させることを目的として、関係機
関の参加・協力を得て災害対策本部の運営訓練を実施する。
林野火災資機材管理運営事業
林野火災時に使用する空中消火資機材等の保守管理
林野火災消火訓練の実施

○ ○

2,794 千円

○ ○

109 千円

○

3,500 千円

近年の大規模災害により明らかとなった課題への対応力を向
上させるため、市町村職員を対象とした研修会を実施
住家被害認定調査に関する研修
より実践に則した新たな避難所運営訓練を実施

○ ○

140 千円

自助・共助を促進し、地域防災力を向上させるため、自然災害
に関する知識や、家庭・地域での災害対策についてのパンフ
レットを作成し、出前トークや講演会、防災訓練等の各種行事
を通じて、県民への啓発を実施 ○ ○

243 千円

Ｈ30年度予算

南部･東部地域における住民が主体的に企画・参加する防災
訓練（地域防災力向上支援ワークショップ）を支援
自主防災･防犯に精通した安全･安心まちづくりアドバイザーを
地域や団体の要請に応じて派遣
地域で活躍する自主防災･防犯リーダーを養成
防災啓発テキストの作成､DVDの整備､情報提供など

○ ○

4,712 千円

働く女性や子育て中の女性の視点などを幅広く取り入れた防
災ハンドブックの作成

3,250 千円

企業等を対象に、災害・危機事象発生時に企業等の活動を継
続していくための事業継続計画（BCP）を策定するノウハウ等
を実践的に学ぶセミナーを通じ、災害に強い企業・事業所づく
りの助けとする。

982

南海トラフ巨大地震等が発生した際、県内外からの大量の人
的・物的支援を受け入れて迅速に支援できる広域防災拠点
（防災基地）の整備等のための検討

Ｈ30年度予算

市町村の住民避難対策を支援するため、県内市町村におい
て、避難勧告等発令基準に基づく避難勧告等発令訓練を実施

○新  
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える

2-(3)-⑨-04
みんなで取り組む奈良県防災活動
推進事業

【防災統括室】

2-(3)-⑩-01
簡易水道等整備推進事業

【地域政策課】

2-(3)-⑩-01
治山事業【再掲】

【森林整備課】 H29年度2月補正　189,000千円

2-(3)-⑩-01
民有林直轄治山事業費負担金【再掲】

【森林整備課】

奈良県防災の日・防災週間（7月～9月）において、県・市町村・
関係機関等が防災訓練や啓発イベント等を集中的に実施
　ナラ・シェイクアウト訓練の実施
　奈良の災害を学ぶための講演会・パネル展等の開催
　啓発パンフレットの作成、配布 ○ ○

Ｈ30年度予算 1,600

○ ○

Ｈ30年度予算 136,009 千円

2-(3)-③-02に記載のとおり

○ ○

Ｈ30年度予算 649,282 千円

千円

簡易水道等整備推進事業
　市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助
　　対象市町村　桜井市　外15市町村　29事業
　　補助対象　　 国庫補助対象事業費
　　補　助　率　  過疎・辺地　16％
　　　　　　　　　　 そ　の　他　 20％
　　補助方法　　 事業実施翌年度から10年分割補助

簡易水道事業等災害復旧事業
　紀伊半島大水害による簡易水道施設等の災害復旧事業の
公債費に対し補助
  　対象市町村　五條市　外6市村　18事業
　　補助対象　　 国庫補助対象事業費（補助災害復旧事業）
　　　　　　　　　　 起債対象事業費（単独災害復旧事業）
　　補　助　率　  12.5～25％（補助災害復旧事業）
　　　　　　　　　　 20～50％（単独災害復旧事業）
　　補助方法　　 事業実施翌年度から10年分割補助

2-(3)-③-02に記載のとおり

○

Ｈ30年度予算 607,721 千円
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう

２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（４）移り住んでもらう

【主な取り組みの工程表】

主な取り組み

① 二地域居住・移住を受け入れる仕
組みづくり

　　01　情報発信の充実
　　　　　（奥大和移住・交流推進室） 実施

　　02　相談窓口の強化
　　　　  （奥大和移住・交流推進室） 相談窓口の整備・相談対応

　　03　体験プログラム等の実施
　　　　　（奥大和移住・交流推進室） 実施

　　04　奥大和移住・定住連携協議会
　　　　　（奥大和移住・交流推進室） 実施

　　05　受入体制の整備
　　　　　（奥大和移住・交流推進室） 受入体制の整備支援

② 二地域居住・移住を受け入れる拠
点整備支援

　　01 拠点施設の整備支援
　　　（住まいまちづくり課）

施設整備・運営を支援

③ 移住者の働く場の確保

　　01 地域事業所等への創業支援
　　　（奥大和移住・交流推進室、地域産業課） 創業の支援

　　02 農林業への就業支援
　　　　（担い手・農地マネジメント課、
　　　　　林業振興課） 就業の支援

　　03 地域おこし協力隊等の支援
　　　　（南部東部振興課）

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度平成２７年度 平成２８年度

【目標】南部・東部地域への二地域居住者・移住者を増加させます。 
 
【主な取組】 
    ⇒二地域居住・移住を受け入れる仕組みづくりをします。 
    ⇒二地域居住・移住を受け入れる拠点整備を支援します。 
    ⇒移住者の働く場所の確保を図ります。 
    ⇒ふるさと創生協力隊などの配置やふるさと復興協力隊等の 
      起業を支援することにより、移住者の働く場を確保します。 

モデルプランの作成置 

ふるさと復興協力隊の配置配

（仮称）ふるさと創生協力隊の配置・活動支

モデルプランの作成置 

ふるさと復興協力隊の配置配

（仮称）ふるさと創生協力隊の配置・活動支援 

定住に向けた起業等の支援 
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう

【Ｈ３０年度の主な事業概要】
事業名

2-(4)-①-01
　　奥大和との関わりの場創生事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-①-02
　　奥大和との関わりの場創生事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-①-03
　　奥大和との関わりの場創生事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-①-04
　　奥大和との関わりの場創生事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-①-05
　　奥大和との関わりの場創生事業
    【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-②-01
南部・東部地域づくり推進支援事業
（南部・東部）【再掲】

【住まいまちづくり課】

2-(4)-③-01
奥大和雇用創造促進事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】 Ｈ30年度予算

2-(4)-③-01
制度融資（創業支援資金（南部・東部枠）
【再掲】

【地域産業課】

2-(4)-③-02
農業新規参入者支援事業【再掲】

【担い手・農地マネジメント課】

2-(4)-③-02
林業機械化推進事業【再掲】

【林業振興課】

2-(4)-③-03
奥大和雇用創造促進事業【再掲】

【奥大和移住・交流推進室】

千円

○

1-(2)-①-0１に記載のとおり

34,353 千円

事業内容 南部 東部

1-(2)-①-0１に記載のとおり

Ｈ30年度予算

○

○

○

Ｈ30年度予算

○

千円

千円

2-(1)-⑤-05に記載のとおり

○

○○

34,353 千円

1-(2)-①-0１に記載のとおり

34,353

○

34,353

千円

○

○

○

1-(2)-①-0１に記載のとおり

○

1-(2)-①-0１に記載のとおり

○

2-(1)-①-03に記載のとおり

○

2-(2)-⑦-01に記載のとおり

○

2-(1)-⑤-03に記載のとおり

○

Ｈ30年度予算

○

千円

2-(1)-⑤-05に記載のとおり

○

23,652

千円

45,000

千円

34,353

Ｈ30年度予算 8,000

○

Ｈ30年度予算

千円

千円

2-(1)-②-01に記載のとおり

○

45,000

2,896

○

8,760

○新  

○新  

○新  

○新  

○新  
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南部振興基本計画の推進

南部・東部振興基本計画の推進

【主な取り組みの工程表】

主な取り組み

① 南部・東部振興基本計画の推進

　　01　南部・東部振興基本計画の推進
　　　　　　　　　　　　　　（南部東部振興課） 計画の推進

【Ｈ３０年度の主な事業概要】
事業名

①-01
南部・東部振興基本計画推進事業
【再掲】

【南部東部振興課】

平成３１年度 平成３２年度

千円

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

事業内容 南部 東部

1-(1)-③-01に記載のとおり

○ ○

H30年度予算 3,490
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